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倉　

本　

尚　

徳

は
じ
め
に

　

中
國
の
北
朝
時
代
は
、
そ
れ
以
前
の
時
代
に
比
べ
、
造
像
銘
や
墓
誌
な
ど
の
石
刻
が
急
增
し
た
時
代
で
あ
る
。
近
年
、
中
國
に
お
い
て

石
刻
資
料
集
の
出
版
が
相
次
い
で
お
り）

1
（

、
研
究
の
環
境

が
整
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
石
刻
に
對
す
る
關
心
が

高
ま
り
を
み
せ
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
五
月
に
開
催
さ

れ
た
第
五
四
回
國
際
東
方
學
者
會
議
に
お
い
て
は
、
明

治
大
學
氣
賀
澤
保
規
氏
の
主
催
に
よ
り
、「
中
國
北
朝

後
期
・
隋
唐
期
の
山
東
佛
敎
石
刻
と
東
ア
ジ
ア
」
と
題

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
、
考
古
、
美
術
史
、
佛

敎
、
東
洋
史
學
の
各
分
野
の
專
門
家
が
一
堂
に
會
し

圖一　臨淮王像碑碑陽
典據：文物出版社（編）『文物』1999-9.71 頁
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た
。
參
加
者
が
多
く
な
り
會
場
が
急
遽
變
更
に
な
る
ほ
ど
大
盛
況
で
あ
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
も
複
數
の
報
告
者
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
た
臨
淮
王
像
碑
（
圖
一
）
は
、
北
齊
武
平
四
年
（
五
七
三
）
の

紀
年
を
有
し
、
高
さ
四
米
を
越
え
る
巨
大
な
造
像
碑
で
、
北
朝
時
代
山
東
地
方
を
代
表
す
る
石
刻
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
臨
淮
王

と
は
東
魏
王
朝
の
實
質
的
建
國
者
で
あ
る
高
歡
の
妻
の
弟
の
婁
昭
の
次
子
、
臨
淮
郡
王
靑
州
刺
史
の
婁
定
遠
を
指
す
。
婁
定
遠
が
無
量
壽

三
尊
像
を
建
造
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
の
が
こ
の
碑
で
あ
る
。

　

臨
淮
王
像
碑
は
古
く
よ
り
そ
の
名
を
知
ら
れ
、『
金
石
録
』
を
始
め
と
し
て
、
歴
代
金
石
著
録
に
も
收
録
さ
れ
て
お
り
、
中
國
淨
土
敎

史
研
究
に
お
い
て
も
、
無
量
壽
・
觀
音
・
大
勢
至
の
無
量
壽
三
尊
名
と
と
も
に
「
彌
陀
」
と
い
う
名
も
見
え
る
こ
と
で
し
ば
し
ば
引
用
さ

れ
て
き
た）

2
（

。
そ
し
て
、
一
九
九
六
年
、
大
量
の
精
美
な
北
朝
時
代
の
佛
像
が
出
土
し
た
の
が
、
靑
州
龍
興
寺
址
、
す
な
わ
ち
こ
の
碑
が
も

と
建
て
ら
れ
て
い
た
寺
院
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り）

3
（

、
こ
の
碑
は
美
術
史
の
方
面
で
も
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
碑
文
の
一
部
分
が
斷
片
的
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
難
解
で
非
常
に
長
文
で
あ
る
せ
い
も
あ
り
、
碑
文
全
體
を

解
釋
し
、
そ
の
論
旨
を
明
ら
か
に
し
た
研
究
は
い
ま
だ
に
な
い
状
況
に
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
碑
に
關
す
る
基
礎
的
資
料
を
提
示
し
、
全

體
の
試
譯
を
作
成
し
、
こ
の
碑
の
有
す
る
佛
敎
史
學
的
價
値
に
つ
い
て
、
ご
く
初
歩
的
な
考
察
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
の
研
究
に

い
さ
さ
か
な
り
と
も
資
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

一
．
碑
の
概
要

　

臨
淮
王
像
碑
は
、
碑
文
中
に
「
南
陽
寺
は
乃
ち
正
東
の
甲
寺
な
り
。・
・
・
遂
に
此
の
所
に
於
い
て
、
爰
に
佛
事
を
營
み
、・
・
・
」
と
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見
え
る
よ
う
に
、
當
時
靑
州
第
一
の
寺
で
あ
っ
た
南
陽
寺
（
の
ち
龍
興
寺
と
改
名
）
に
建
て
ら
れ
た
。
こ
の
寺
の
沿
革
に
關
し
て
は
、
宿

白
氏
が
史
料
を
提
示
し
つ
つ
詳
論
し
て
い
る）

4
（

。
氏
の
考
證
に
よ
れ
ば
、
南
陽
寺
は
、
陽
水
を
挾
ん
で
北
に
位
置
す
る
東
陽
城
に
對
し
、
陽

水
の
南
側
の
南
郭
の
西
北
部
に
あ
た
る
場
所
に
存
在
し
た
。
碑
文
に
「
既
に
左
は

に
通
じ
、
亦
た
右
は
㵎
谷
に
憑
る
。
前
み
て
は

磐
を
望
み
、
却
き
て
は
泚
濔
に
隣
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
寺
の
東
側
は
市
街
で
あ
り
、
西
側
と
北
側
は
陽
水
の
流
れ
る
溪
谷
で
あ
っ

た
。
寺
域
と
し
て
は
、
現
在
の
靑
州
市
博
物
館
の
南
東
側
、
東
は
淘
米
澗
、
南
は
獅
子
口
に
達
す
る
、
廣
大
な
領
域
を
占
め
て
い
た
。

　

南
陽
寺
は
、
そ
の
後
、
幾
た
び
か
の
寺
名
變
更
を
經
て
、
唐
の
開
元
十
八
年
（
七
三
〇
）
に
は
龍
興
寺
に
そ
の
名
を
變
え
た
。
特
に
、

盛
唐
時
代
、
こ
の
寺
は
非
常
に
繁
榮
し
、
壯
大
な
伽
藍
を
構
え
て
い
た
と
い
う
。
龍
興
寺
は
、
明
の
洪
武
帝
の
時
代
に
廢
さ
れ
、
碑
は
城

北
の
彌
陀
寺
に
移
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
淸
乾
隆
四
七
年
（
一
七
八
二
）
に
、

大
風
雨
に
よ
っ
て
、
こ
の
と
き
既
に
上
下
に
斷
裂
し
て
い
た
碑
を
縛
っ
て
い

た
鐵
束
が
は
ず
れ
、
倒
壞
し
か
け
た
の
で
修
繕
し
、
滾
水
橋
北
の
文
昌
祠
に

移
さ
れ
た
。
淸
末
に
は
文
昌
祠
が
廢
さ
れ
田
閒
に
建
っ
て
い
た
が
、

一
九
七
九
年
秋
に
靑
州
博
物
館
に
よ
っ
て
偶
園
に
移
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

　

こ
の
碑
は
高
さ
四
四
四
、
幅
一
六
〇
、
厚
さ
一
九
厘
米
の
螭
首
碑
で
あ
り

（
圖
一
）、
碑
首
の
中
央
に
は
圭
形
の
碑
額
が
あ
り
、「
司
空
公
靑
／
州
刺
史

臨
／
淮
王
像
碑
」
と
陽
刻
篆
書
で
刻
さ
れ
て
い
る
。
雙
龍
が
後
肢
の
爪
で
碑

額
の
尖
端
部
に
お
い
て
寶
珠
を
捧
げ
持
ち
、
寶
珠
の
上
に
は
鳳
凰
の
よ
う
な

圖二　碑陰「龍興之寺」
典據：顏娟英（主編）『北朝佛敎石刻拓片百品』
中央研究院歴史語言研究所, 2008年, 258頁
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鳥
が
と
ま
っ
て
い
る
が
『
碑
刻
造
像
）
5
（

』
で
は
こ
の
鳥
を
朱
雀
と
し
て
い
る
。
碑
額
の
兩
側
に
は
小
佛
龕
が
あ
り
、
向
か
っ
て
右
側
の
龕
が

倚
坐
佛
像
、
左
側
が
交
脚
坐
像
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
坐
勢
は
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
は
と
も
に
彌
勒
と
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。
碑
陽
に
は
一

行
五
八
字
×
二
九
行
、
全
一
六
三
五
字
が
刻
ま
れ
て
い
た
が
、
現
存
す
る
の
は
一
五
〇
〇
字
程
度
で
あ
る
。
た
だ
し
拓
本
の
缺
字
を
歴
代

著
録
に
よ
っ
て
補
え
ば
、
不
明
で
あ
る
の
は
唯
だ
一
文
字
だ
け
で
あ
る
。
碑
陰
に
は
、「
龍
興
之
寺
」
と
大
書
さ
れ
（
圖
二
）、
こ
れ
は
、

唐
代
の
李
邕
が
揮
毫
し
た
龍
興
寺
の
寺
額
を
金
の
皇
統
六
年
（
一
一
四
六
）
に

刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
左
方
に
は
濟
南
孫

の
題
跋
が

あ
っ
た
が
既
に
磨
滅
し
た
と
い
う
。

　

こ
の
碑
に
つ
い
て
、
最
初
に
全
文
を
録
し
た
の
は
『
嘉
靖
山
東
通
志
』（
以
下
『
山
東
』
と
略
）
卷
二
〇
で
あ
り
、『
嘉
靖
靑
州
府
志
』

（
以
下
『
青
州
』
と
略
）
卷
一
一
、『
金
石
萃
編
』（
以
下
『
萃
』
と
略
）
卷
三
五
、『
山
左
金
石
志
』（
以
下
『
山
左
』
と
略
）
卷
一
〇
、

『
益
都
金
石
記
』（
以
下
『
益
記
』
と
略
）
卷
一
に
も
收
録
さ
れ
て
い
る
。『
山
東
』
や
『
青
州
』
の
録
文
は
あ
ま
り
正
確
で
は
な
い
。
近

代
の
移
録
と
し
て
は
、『
支
那
美
術
史
彫
塑
篇
』（
以
下
『
大
村
』
と
略）

6
（

）
三
四
九―

三
五
三
頁
、『
支
那
佛
敎
史
蹟
』（
以
下
『
佛
蹟
と

略
）
7
（

』）
四
・
一
四
〇―

一
四
二
頁
、『
魯
迅
輯
校
石
刻
手
稿
』（
以
下
『
魯
』
と
略）

8
（

）
第
二
帙
第
四
册
八
五
一―

八
五
八
頁
、『
北
朝
佛
敎
石

刻
拓
片
百
品
』（
以
下
『
百
品
』
と
略）

9
（

）、
さ
ら
に
部
分
的
に
注
釋
も
加
え
た
『
漢
魏
六
朝
碑
刻
校
注
』（
以
下
『
校
注
』
と
略）
10
（

）
第
一
〇

册
一
五―

一
九
頁
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
録
文
は
か
な
り
正
確
で
あ
り
、
參
照
價
値
は
高
い
。

　

拓
本
寫
眞
と
し
て
は
、
既
述
の
書
に
收
録
さ
れ
た
も
の
以
外
に
、
藤
原
楚
水
『
譯
註
語
石
』
上）
11
（

　

五
六
二
〜
五
六
六
頁
、『
北
京
圖
書

館
藏
中
國
歴
代
石
刻
拓
本
匯
編
』（
以
下
『
拓
』
と
略）
12
（

）
八
卷
四
九
頁
、
さ
ら
に
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
藏
拓
の
畫
像
フ
ァ
イ
ル

（
フ
ァ
イ
ル
ナ
ン
バ
ーN

A
N
0646X

）
な
ど
が
擧
げ
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
『
百
品
』
の
拓
本
寫
眞
が
比
較
的
鮮
明
で
あ
る
の
で
こ
れ
に
主
に
依
據
し
、
上
に
掲
げ
た
他
の
拓
本
寫
眞
や
著
録
を
適
宜
參
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照
し
つ
つ
録
文
を
作
成
し
た
。
異
體
字
な
ど
は
基
本
的
に
い
わ
ゆ
る
正
字
に
改
め
た
が
例
外
も
あ
る
。
拓
本
寫
眞
で
は
缺
損
し
て
い
る

が
、
著
録
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
の
出
來
る
文
字
は
ゴ
シ
ッ
ク
太
字
で
表
示
し
、
他
と
區
別
し
た
。
先
に
録
文
全
體
を
掲
げ
、
訓
讀
と
現
代

語
譯
と
語
釋
は
筆
者
の
獨
斷
で
内
容
に
基
づ
き
段
落
分
け
し
、
タ
イ
ト
ル
を
付
し
て
示
す
。
各
著
録
の
録
文
の
文
字
の
異
同
に
つ
い
て
は

網
羅
的
な
比
較
検
討
は
行
わ
ず
、
筆
者
と
異
な
る
も
の
で
注
意
す
べ
き
も
の
の
み
語
釋
に
お
い
て
示
し
た
。

　

二
、
録
文
と
譯
注

録
文

　
【
碑
額
】

　

司
空
公
靑

　

州
刺
史
臨

　

淮
王
像
碑

　
【
碑
陽
】

1　

大
齊
武
平
四
年
歳
次
癸
巳
六
月
乙
未
朔
廿
七
曰
辛
酉
建
。

2　

竊
以
、
萬
川
朝
海
、
大
海
終
自
爲
陵
。
五
雲
出
山
、
名
山
久
而
爲
礪
。
謂
天
謂
地
、
悉
有
時
而
崩
毀
。
日
乎
月
乎
、
竝
無
救
於
盈

缺
。
縱
陰
陽
莫
測
、
夷
夏
率
從
、
奮
六
轡
而
遠
馳
、
蜚

3　

九
翼
而
高
視
、
安
知
衆
苦
鱗
萃
、
五
衰
波
屬
、

與
豪
風
競
馳
、
俄
將
葉
露
倶
盡
。
假
令
餌
瓊
髓
、
飛
玉
觴
、
燭
日
月
、
驅
風
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雨
、
車
騎
如
雷
、
乘
空
幸
延
年
之
第
、
旌
旗
遏
景
、
浮
虛

4　

造
子
登
之
岳
、
陸
生
仙
賦
、
僅
擧
一
隅
、
張
子
眞
篇
、
唯
明
片
分
、
皆
亦
馳
於
廢
興
之
術
、
環
於
起
滅
之
逵
、
侔
蕣
華
之
驟
殞
、

逼
藤
根
之
易
絶
。
茲
焉
以
外
衆
生
何
限
、
墨
竭
塵

5　

盡
、
所
未
能
量
、
竝
驚
踰
接
劍
、
險
過
累
卵
、
電
謝
悤
遽
、
泡
慙

忽
。
然
則
莫
知
其
去
、
罕
見
其
來
、
災
風
掃
而
更
安
、
毒
火

焚
而
弗

者
、
而
不
具
八
解
脫
、
備
六
神
通
、
欝
萬
善

6　

而
荴
蔬
、
超
百
非
而
迥
越
、
又
何
堪
至
於
此
也
。
若
夫
前
聖
後
聖
、
天
之
又
天
、
八
恒
之
大
醫
王
、
十
方
之
大
仙
主
、
或
與
定
光

同
字
、
數
極
五
千
、
或
共
弗
沙
等
名
、
算
盈
三
億
。

7　

雖
應
現
年
別
、
王
領
處
乖
、
而
妙
力
神
光
、
規
重
矩
疊
。
竝
慈
雲
廣
庇
、
善
雨
周
覃
。
皎
智
日
於
重
昏
、
燃
慧
燈
於
積
暗
。
悲
河

鼓
浪
、
六
度
之
船
併
浮
、
熾
宅
揚
煙
、
三
乘
之
轍
倶

8　

轉
。
威
靈
之
大
、
未
易
等
級
、
變
化
之
奇
、
寔
難
思
議
。
層
山
納
於
芥
子
、
仍
自
嶔
岑
、
巨
海
入
於
毛
穴
、
無
妨
浩
淼
。
伏
闍
世

之
狂
象
、
弭
迦
葉
之
毒
龍
、
波
旬
覩
而
喪
魂
、
梵
志
望

9　

而
辟
魄
。
誠
最
尊
最
勝
、
莫
高
於
法
王
。
但
非
滅
示
滅
、
還
失
於
慈
父
。
於
是

巖
徒

、
値
木
終
難
。
虛
瞻
白
鵠
之
林
、
誰
逢

靑
雀
之
樹
。
翻
令
水
言
功
德
、
永
遏
波
濤
、
山
名
智

10　

慧
、
遂
潛
峯

。
其
能
闡
淸
化
於
將
淪
、
振
玄
風
於
以
墜
、
千
年
一
有
、
非
我
而
誰
。
使
持
節
都
督
靑
州
諸
軍
事
驃
騎
大
將
軍
靑

州
刺
史
司
空
公
寧
都
縣
開
國
公
高
城
縣

11　

開
國
公
昌
國
侯
臨
淮
王
婁
公
、
孕
彩
中
岳
、
摛
精
大
水
。
龍
章
外
動
、
豹
氣
傍
飛
。
妙
質
則

若
珠
明
、

姿
則

猶
玉
瑩
。
負

將
相
之
奇
器
、
懷
社
稷
之
高
節
。
經
文
大
德
、
紛
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12　

綸
而
備
九
、
佩
武
殊
功
、
雜
踏
而
兼
七
。
拂
羽
則
搏
風
歴
漢
、
抗
足
則
超
塵
絶
影
、
知
管
樂
之
爲
小
、
識
元
愷
之
非
大
。
鼓
盪
於

天
地
之
閒
、
疏
散
於
雲
霞
之
表
。
排　

帝
門
而

13　

矯
首
、
沐　

皇
慈
以
濯
鱗
。
裂
壤
分
珪
、
旦
夕
兼
委
、
儀
台
服
袞
、
造
次
以
之
。
始
映
金
蟬
、
鄙
丁
劉
於
漢
日
、
暫
栖

沼
、
蔑

陳
張
於
晉
京
。
履
毎
曳
於
南
宮
、
職
頻
關
於
北
斗
、
迄

14　

文
昌
而
鳳

、
入
鉤
陳
而
虎
盻
。
穆
陵
而
北
、
負
海
而
西
、
分
屬
虛
危
、
音
中
角
羽
、
連
衽
與
密
雲
爭
暗
、
旨
酒
共

流
競
深
。

其
鳩
曾
樂
於
茲
所
、
尚
父
經
封
於
此
域
。
孔
融
之

15　

見
圍
也
、
史
慈
冒
難
於
都
昌
。
袁
譚
之
被
攻
焉
、
王
脩
赴
禍
於
高
密
。
聳
丹
山
而
峭
立
、
迴
紫
城
而
鬱
連
。
敗
燕
之
勢
未
淪
、
巨

漢
之
容
尚
在
。
是
爲
名
岳
、
實
冠
諸
蕃
。
秉
刺
於

16　

茲
、
義
歸
親
重
。
故
能
整
旗
蓋
而
辭

闔
、
節
笳
鐃
而
下
營
丘
。
帷
始
闢
而
鄕
移
、
冕
纔
彰
而
俗
變
。
三
春
未
動
、
別
鼓
春
飈
、

九
冬
不
作
、
自
懸
冬
景
。
齊
之
以
禮
、
導
之
以
德
。
寬

17　

大
居
先
、
威
嚴
次
後
。
哀
恤
孤
寡
、
誅
鋤
豪
黠
。
徭
役
既
擯
、
奸
軌
斯
逃
。
持
廉
作
寶
、
目
弗
視
於
金
玉
。
匪
財
而
富
、
身
詎
染

於
脂
膏
。
遂
令
神
雀
集
菀
、
災
蝗
避
域
。
孝
子
与
順
孫

18　

藂
秀
、
節
妻
共
義
士
相
望
。
凡
如
此
流
、
抑
亦
衆
夥
、
不
能
備
序
、
敢
復
略
言
。
假
細
侯
之
行
美
稷
、
孟
堅
之
案
交
阯
、
子
虞
稱

最
於
區
中
、
梁
道
作
法
於
寰
内
、
持
來
況
我
、
無
不

19　

退
飛
。
兼
憤
然
興
嘆
、
類
羊
公
之
陟
峴
、
喟
然
垂
感
、
切
孔
父
之
臨
川
。
悲
此
有
之
難
拘
、
慨
茲
生
之
易
滅
。
常
住
之
因
遂
植
、

彌
陀
之
願
仍
起
。
故
海
岱
之
閒
、
凡
諸
福
地
、
罔
不

20　

傾
蓋
、
悉
展
慇
誠
。
於
是
民
吏
承
規
、
事
難
捨
而
能
捨
、
表
裏
蒙
化
、
業
難
行
而
遂
行
。
何
異
草
逐
風
低
、
水
從
壺
變
。
僧
寶
因



東
洋

化
硏
究
所
紀
要　

第
百
五
十
六
册

― 188 ―

而
再
盛
、
佛
日
由
其
更
懸
。
南
陽
寺
者
、
乃
正
東
之

21　

甲
寺
也
。
既
左
通

、
亦
右
憑
㵎
谷
、
前
望

磐
、
却
隣
泚
濔
。
層
圖
邁
於
湧
塔
、
祕
宇
齊
於
化
宮
。
足
使
須
達
羡
其
經
啓
、

延
壽
韜
其
賦
頌
。
感
致
之
極
、
莫
與
爭
先
。
果
屈
輪

22　

輿
、
頻
脩
禮
謁
。
香
甫
燃
而
霧
作
、
花
劣
飛
而
霰
下
。
遂
於
此
所
、
爰
營
佛
事
、
制
无
量
壽
像
一
區
、
高
三
丈
九
尺
、

造
觀
世

音
大
勢
至
二
大
士
而
俠
侍
焉
。
庶
國
道
與
華
胥

23　

競
高
、　

帝
業
共
虛
空
比
壯
、
含
靈
賦
命
、
盡
植
優
花
。
乃
具
以
三
心
、
成
之
百
寶
。
白
銀
之
麗
咸
寫
、
紫
金
之
妙
畢
圖
。
豪
如

五
嶺
之
旋
、
即
之
便
覿
。
目
似
四
溟
之
潔
、
驗
之
猶

24　

在
。

楞
寶
冠
、
帶
左
而
馳
耀
、
鉢
摩
肉
髻
、
據
右
而
飛
光
。
望
舒
之

處
星
中
、
須
彌
之
孤
映
海
外
、
僅
堪
方
此
、
何
以
尚

茲
。
時
長
史
解
叔
寶
、
司
馬
李
元
驥
、
別
駕
宇
文
幼
鸞
、

25　

治
中
崔
文
惠
、
及
諸
僚
佐
等
、
竝

□
下
莚
、
贊
成
高
義
、
状
鱗
波
之
遞
得
、
劇
風
毛
之
互
擧
。
恐
炎
涼
遽
徙
、
縑
竹
難
存
、
便

勒
美
於
貞
石
、
庶
永
永
於
乾
坤
。
迺
作
銘
曰
、

26　

駛
河
難
測
、
暗
海
无
邊
、
津
梁
莫
起
、
燈
燭
誰
燃
。
念
念
不
住
、
苦
苦
相
沿
、
生
猶
電
轉
、
滅
甚
雲
旋
。
昔
往
今
來
、
靈
仙
非

一
、
騎
龍
駕
虎
、
排
霄
蔽
日
。
朝
登
玉
樓
、
夜
遊
瓊
室
、
終
歸

27　

聚
散
、
安
知
假
實
。
常
住
無
我
、
寄
在
天
尊
、
業
苞
眞
俗
、
事
斷
名
言
。
惚
峯
虧
搆
、
慧
浦
疏
源
、
神
儀
或
掩
、
像
法
彌
敦
。
亦

有
人
英
、
翹
然
孤
上
、
似
竹
千
仞
、
如
松
百
丈
。
帶
鉉
之
蕃
、

28　

仁
深
譽
仰
、
一
方
饒
益
、
千
城
注
想
。
覺
花
常
吐
、
愍
葉
恒
春
、
誓
將
調
御
、
寧
求
轉
輪
。
爰
脩
佛
寶
、
於
此
東
秦
、
項
光
仍

射
、
眉
相
還
陳
。
雙
樹
結
影
、
三
蓮
接
耀
、
五
道
光
含
、
十
方
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29　

輝
眺
。
果
名
奇
特
、
是
稱
衆
妙
、
樂
地
在
茲
、
焉
須
遠
召
。
福
之
所
暨
、
寧
專
爲
我
、
俾
斯
含
識
、
倶
圓
妙
果
。
行
値
嵐
風
、
方

逢
劫
火
、
空
餘
勝
績
、
無
騫
無
墮
。

訓
讀
と
譯
注

　
　
　
　
【
①
一
〜
五
行
目　

こ
の
世
は
無
常
で
あ
る
】

　
　
【
訓
讀
】

　

大
齊
武
平
四
年
、
歳
は
癸
巳
に
次
る
六
月
乙
未
朔
廿
七
日
辛
酉
に
建
つ
。

　

竊
か
に
以
え
ら
く
、
萬
川
海
に
朝
す
る
も
、
大
海
終
に
自
づ
か
ら
陵
と
爲
る
。
五
雲
（
一
）
山
を
出
づ
る
も
、
名
山
久
し
く
し
て
礪れ

い

と

爲
る
。
天
と
謂
い
地
と
謂
い
（
二
）、
悉
く
時
有
り
て
崩
毀
す
。
日
や
月
や
（
三
）、
竝
び
に
盈
缺
を
救
う
無
し
。
縱
い
陰
陽
の
測
る
莫
く

（
四
）、
夷
夏
率
從
し
、
六
轡
（
五
）
を
奮
い
て
遠
く
馳
せ
、
九
翼
（
六
）
を
蜚と

ば
し
高
く
視
る
と
も
、
安
ん
ぞ
衆
苦
鱗
の
ご
と
く
萃
ま
り

（
七
）、
五
衰
（
八
）
波
の
ご
と
く
屬
な
り
、

か
に
豪
風
と
競
い
馳
せ
、
俄
か
に
葉
露
と
倶
に
盡
く
る
（
九
）
を
知
ら
ん
や
。
假た
と

令い

瓊
髄
を

餌
ら
い
（
一
〇
）、
玉
觴
を
飛
ば
し
（
一
一
）、
日
月
を
燭
と
も
し
びと

し
（
一
二
）、
風
雨
を
驅
り
、
車
騎
雷
の
如
く
（
一
三
）、
空
に
乘
じ
延
年
の
第

（
一
四
）
に
幸
し
、
旌
旗
景ひ
か
りを

遏と
ど

め
（
一
五
）、
浮
虛
し
て
子
登
の
岳
（
一
六
）
に
造い
た

る
と
も
、
陸
生
の
仙
賦
（
一
七
）、
僅
か
に
一
隅
を
舉
げ

（
一
八
）、
張
子
の
眞
篇
（
一
九
）、
唯
だ
片
分
を
明
か
す
の
み
に
し
て
、
皆
な
亦
た
廢
興
の
術み
ち

を
馳
せ
（
二
〇
）、
起
滅
の
逵み
ち

を
環
り
（
二
一
）、

蕣
華
（
二
二
）
の
驟
か
に
殞
つ
る
に
侔
し
く
、
藤
根
の
絶
え
易
き
に
逼ち
か

し
。
茲こ

焉れ

よ
り
以
外
の
衆
生
何
ぞ
限
ら
ん
、
墨
竭
き
塵
盡
く
る
も
、

未
だ
量
る
能
わ
ざ
る
所
（
二
三
）、
竝
び
に
驚
は
劍
を
接
す
る
を
踰
え
、
險
は
卵
を
累
ぬ
る
（
二
四
）
を
過
ぐ
、
電
は
悤
遽
た
る
を
謝
し
、
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泡
は

忽
た
る
を
慙
ず
（
二
五
）。

　
　
【
現
代
語
譯
】

　

大
齊
武
平
四
年
、
歳
星
が
癸
巳
に
次
る
六
月
乙
未
朔
、
廿
七
日
辛
酉
に
建
て
た
。

　

お
も
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
川
が
海
に
注
ぐ
が
、
大
海
も
最
後
に
は
自
然
に
陵
と
な
る
。
五
色
の
雲
は
山
か
ら
出
現
す
る
が
、
名
山
も
長
い

時
閒
が
た
て
ば
粗
石
と
な
る
。
天
も
地
も
み
な
い
つ
か
は
崩
壞
す
る
。
日
や
月
も
と
も
に
滿
ち
缺
け
を
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
た
と
え
陰
陽
の
變
化
が
捉
え
難
く
、
夷
狄
も
中
夏
も
つ
き
し
た
が
い
、
車
馬
を
御
し
遠
く
に
馳
せ
、
九
翼
を
は
ば
た
か
せ
高
所
よ
り

み
る
と
し
て
も
、
ど
う
し
て
多
く
の
苦
が
鱗
の
よ
う
に
多
く
集
ま
り
、
天
が
衰
え
る
五
つ
の
樣
相
が
波
の
如
く
に
連
な
り
、
瞬
く
間
に
強

風
と
競
っ
て
過
ぎ
去
り
、
た
ち
ま
ち
葉
の
露
と
と
も
に
盡
き
て
し
ま
う
こ
と
を
知
っ
て
い
よ
う
か
。
た
と
え
瓊
髓
を
喰
ら
い
、
玉
杯
を
飛

ぶ
よ
う
に
く
み
か
わ
し
、
日
月
を
燭
と
し
、
風
雨
を
驅
り
た
て
、
車
騎
が
雷
の
如
く
轟
音
を
と
ど
ろ
か
せ
、
空
を
飛
ん
で
延
年
の
宮
第
に

行
幸
し
、
旌
旗
が
太
陽
の
光
を
さ
え
ぎ
る
ほ
ど
多
く
つ
ら
な
り
、
浮
遊
し
て
子
登
が
登
っ
た
山
に
至
っ
た
と
し
て
も
、
陸
生
の
仙
賦
が
た

だ
一
つ
の
こ
と
を
述
べ
た
に
過
ぎ
ず
、
張
子
の
眞
篇
が
た
だ
一
面
の
み
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
な
だ
け
で
、
み
な
興
亡
盛
衰
の
道
を
馳

せ
、
生
滅
の
道
を
め
ぐ
る
の
で
あ
り
、
む
く
げ
の
花
が
す
ぐ
さ
ま
落
ち
て
し
ま
う
の
に
等
し
く
、
藤
根
の
絶
え
や
す
い
の
に
近
い
。
こ
れ

ら
以
外
の
衆
生
は
ど
う
し
て
そ
の
數
に
限
り
が
あ
ろ
う
か
、
墨
や
塵
が
つ
き
て
も
そ
の
數
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
驚
き
は
劍

を
接
す
る
こ
と
を
越
え
て
お
り
、
苦
難
は
卵
を
か
さ
ね
る
こ
と
を
越
え
て
い
る
。
稻
光
で
す
ら
そ
の
慌
た
だ
し
さ
に
謝
し
、
泡
で
す
ら
そ

の
瞬
閒
に
消
え
る
こ
と
に
恥
じ
い
る
。
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【
語
釋
】

（
一
）【
五
雲
】
靑
、
白
、
赤
、
黑
、
黃
五
種
の
色
の
雲
。
古
人
が
そ
の
色
を
見
て
吉
凶
を
占
っ
た
。（
例
）『
周
禮
』
春
官　

保
章
氏

「
以
五
雲
之
物
、
辨
吉
凶
、
水
旱
降
、
豐
荒
之

象
」。

（
二
）【
謂
天
謂
地
】（
例
）『
毛
詩
』
小
雅　

節
南
山
之
什
「
謂
天
蓋
高
、
不
敢
不
局
。
謂
地
蓋
厚
、
不
敢
不
蹐
」。

（
三
）【
日
乎
月
乎
】（
例
）『
毛
詩
』
國
風　

風　

日
月
「
日
居
月
諸
、
照
臨
下
土
」
注
「
日
乎
月
乎
、
照
臨
之
也
」。

（
四
）【
陰
陽
莫
測
】（
出
典
）『
周
易
』
繋
辞
上
「
陰
陽
不
測
之
謂
神
」。

（
五
）【
六
轡
】
車
を
引
く
四
頭
の
馬
に
つ
け
た
六
本
の
手
綱
。（
出
典
）『
毛
詩
』
秦
風　

小
戎
「
四
牡
孔
阜
、
六
轡
在
手
」。

（
六
）【
九
翼
】（
例
）『
辯
正
論
』
卷
一
原
注
所
引
『
河
圖
括
地
象
』「
天
地
初
立
、
有
天
皇
氏
。
澹
泊
自
然
、
與
太
極
同
道
。
身
佩
九

翼
、
以
木
德
王
。
無
所
施
爲
、
自
然
而
化
」﹇T52:490b

﹈。『
廣
博
物
志
』
卷
九
「
天
皇
九
翼
、
提
名
旋
復
。『
河
圖
括
地
象
』。

九
翼
、
輔
翼
者
九
人
也
。
提
名
、
策
名
也
。
旋
復
、
言
其
變
化
」。

（
七
）【
鱗
萃
】
鱗
集
。
群
が
り
集
ま
る
。（
例
）『
文
選
』
卷
七　

司
馬
相
如　

子
虛
賦
「
珍
怪
鳥
獸
、
萬
端
鱗

」。

（
八
）【
五
衰
】
天
人
が
死
ぬ
前
に
現
れ
る
五
つ
の
様
相
。（
例
）『
涅
槃
經
』
梵
行
品
「
王
今
且
聽
。
釋
提
桓
因
命
將
欲
終
、
有
五
相

現
。
一
者
衣
裳
垢
膩
。
二
者
頭
上
花
萎
。
三
者
身
體
臭
穢
。
四
者
腋
下
汗
出
。
五
者
不
樂
本
座
」﹇T12:478a

﹈。

（
九
）【
俄
將
葉
露
倶
盡
】「
將
」
は
、
こ
こ
で
は
「
與
」
と
同
じ
働
き
。

（
一
〇
）【
餌
瓊
髓
】「
瓊
髓
」
は
玉
の
精
髄
の
意
。『
石
倉
歴
代
詩
選
』
卷
五
〇
一　

明
詩
次
集
一
三
五　

黃
省
曾　

壽
蔡
霞
山
方
伯
司

勲
乃
尊
也
に
「
白
石
煮
瓊
髓
、
黃
精
斛
稻
糧
」
と
あ
る
。
類
語
と
し
て
「
瓊
蕊
」
が
あ
る
。（
例
）『
文
選
』
卷
二　

張
衡　

西

京
賦
「
屑
瓊
蕊
以
朝
餐
、
必
性
命
之
可
度
」。
李
周
翰
注
「
瓊
蕊
、
玉
英
也
」。『
李
太
白
集
注
』
卷
三
六
「
夕
餌
瓊
蕊
、
晨
潄
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玉
泉
」。

（
一
一
）【
飛
玉
觴
】「
玉
觴
」
は
玉
杯
・
酒
杯
。「
飛
觴
」
は
、
飛
ぶ
よ
う
に
速
く
杯
を
く
み
か
わ
す
意
。（
例
）『
文
選
』
卷
五　

左
思

　

呉
都
賦
「
里
讌
巷
飲
、
飛
觴
舉
白
」。
劉
良
注
「
飛
觴
、
行
觴
疾
如
飛
也
」。『
太
平
廣
記
』
卷
三
〇
九　

神
部
一
九　

蒋
琛

「
於
是
朱
絃
雅
張
、
淸
管
徐
奏
、
酌
瑤
觥
、
飛
玉
觴
、
陸
海
珍
味
、
靡
不
臻
極
」。

（
一
二
）【
燭
日
月
】（
例
）『
樂
府
詩
集
』
卷
七
八　

歩
虛
詩
「
懸
居
燭
日
月
、
天
歩
役
風
煙
」。『
文
苑
英
華
』
卷
二
九
所
引　

唐　

楊

敬
之　

華
山
賦
「
燭
日
月
、
居
乾
坤
」。

（
一
三
）【
車
騎
如
雷
】
車
騎
が
多
く
連
な
る
威
容
を
雷
鳴
に
喩
え
る
。（
例
）『
文
選
』
卷
八　

司
馬
相
如　

上
林
賦
「
車
騎

起
、
殷

天
動
地
」。
李
善
注
「

、
古
雷
字
」。

（
一
四
）【
延
年
之
第
】
不
詳
。
延
年
長
壽
の
宮
第
の
意
味
か
。
た
だ
し
「
子
登
之
岳
」
と
の
對
句
を
考
え
る
と
「
延
年
」
は
人
の
字

か
。

（
一
五
）【
旌
旗
遏
景
】
日
光
が
隠
れ
る
ほ
ど
旗
が
多
く
連
な
る
と
い
う
意
味
。
行
列
の
威
容
を
い
う
。『
文
選
』
卷
一
五　

張
衡　

思

玄
賦
に
は
「
氛
旄
溶
以
天
旋
兮
、

旌
飄
以
飛
颺
」
と
あ
る
。

（
一
六
）【
子
登
之
岳
】「
子
登
」
は
王
褒
の
字
。『
雲
笈
七
籤
』
卷
一
〇
六　

淸
虛
眞
人
王
君
内
傳
「
華
存
師
淸
虛
眞
人
王
君
、
諱
褒
、

字
子
登
、
范
陽
襄
平
人
也
。
安
國
侯
七
世
之
孫
、
君
以
漢
元
帝
建
昭
三
年
九
月
二
十
七
日
誕
焉
」（
前
漢
に
范
陽
郡
な
し
。
臨

淮
郡
と
遼
東
郡
に
襄
平
縣
（
ま
た
は
侯
國
）
あ
り
）。『
雲
笈
七
籤
』
卷
四　

上
淸
經
述
「
太
極
眞
人
王
總
眞
復
降
以
上
淸
經

三
十
一
卷
、
付
子
登
、

將
子
登
遊
五
嶽
、
觀
名
山
、
備
受
上
法
」。『
太
平
御
覽
』
卷
六
六
一
所
引
『
尚
書
帝
驗
期
』「
王
母

之
國
在
西
荒
。
凡
得
道
授
書
者
、
皆
朝
王
母
於
崑
崙
之
闕
。
王
褒
、
字
子
登
、
齋
戒
三
月
、
王
母
授
以
瓊
花
寶
曜
七
晨
素
經
」。
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（
一
七
）【
陸
生
仙
賦
】「
陸
生
」
は
西
晉
の
陸
機
の
こ
と
か
。
陸
機
は
『
晉
書
』
卷
五
四
に
立
傳
。
著
に
『
列
仙
賦
』
あ
り
。『
藝
文
類

聚
』
卷
七
八
な
ど
に
所
收
。

（
一
八
）【
僅
擧
一
隅
】（
出
典
）『
論
語
』
述
而
「
子
曰
、
不
憤
不
啓
、
不

不
發
、
擧
一
隅
而
示
之
、
不
以
三
隅
反
、
則
吾
不
復
也
」。

（
一
九
）【
張
子
眞
篇
】
不
詳
。
あ
る
い
は
後
漢
の
張
衡
の
『
思
玄
賦
』（『
文
選
』
卷
一
五
所
收
）
の
こ
と
か
。
た
だ
し
陸
機
よ
り
時
代

が
前
な
の
で
順
序
的
に
適
當
で
は
な
い
。

（
二
〇
）【
馳
廢
興
之
術
】「
術
」
は
道
の
意
。
治
亂
廢
興
の
道
を
馳
せ
る
。（
例
）『
孟
子
』
離
婁
上
「
國
之
所
以
廢
興
存
亡
者
亦
然
」。

（
二
一
）【
環
起
滅
之
逵
】「
起
滅
」
は
佛
敎
語
。
因
緣
が
和
合
し
て
生
じ
離
散
し
て
滅
す
る
。（
例
）『
後
漢
書
』
列
傳
七
八　

西
域
傳

論
「
精
靈
起
滅
、
因
報
相
尋
」。
李
賢
注
「
精
靈
起
滅
謂
生
死
輪
迴
無
窮
已
」。「
逵
」
は
四
方
に
通
じ
た
道
。

（
二
二
）【
蕣
華
】
木
槿
（
む
く
げ
）
の
花
。
朝
顏
。
朝
開
き
、
夕
暮
に
し
ぼ
む
。

（
二
三
）【
墨
竭
塵
盡
、
所
未
能
量
】（
出
典
）『
妙
法
蓮
華
經
』
化
城
喩
品
「
如
人
以
力
磨
、
三
千
大
千
土
、
盡
此
諸
地
種
、
皆
悉
以
爲

墨
。
過
於
千
國
土
、
乃
下
一
塵
點
、
如
是
展
轉
點
、
盡
此
諸
塵
墨
。
如
是
諸
國
土
、
點
與
不
點
等
、
復
盡
抹
爲
塵
、
一
塵
爲
一

劫
。
此
諸
微
塵
數
、
其
劫
復
過
是
、
彼
佛
滅
度
來
、
如
是
無
量
劫
」﹇T9:22b

﹈。

（
二
四
）【
累
卵
】（
出
典
）『
韓
非
子
』
十
過
「
故
曹
、
小
國
也
、
而
迫
於
晉
楚
之
閒
、
其
君
之
危
、
猶
累
卵
也
」。

（
二
五
）【
電
謝
悤
遽
、
泡
慙

忽
】「
悤
遽
」
は
、
倉
卒
、
あ
わ
て
る
、
あ
わ
た
だ
し
い
さ
ま
、
い
そ
ぐ
こ
と
。「

忽
」
は
は
や
い
さ

ま
。
電
と
泡
を
無
常
の
譬
喩
と
し
て
用
い
る
例
と
し
て
、『
六
度
集
經
』
卷
八
「
人
命
譬
若
天
雨
墮
水
、
泡
起
即
滅
。
命
之
流

疾
有
甚
於
泡
。
人
命
譬
若
雷
電
恍
惚
、
須
臾
即
滅
。
命
之
流
疾
有
甚
雷
電
」﹇T3:50a

﹈
な
ど
が
擧
げ
ら
れ
る
。
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【
②
五
〜
九
行
目　

佛
の
偉
大
さ
】

　
　
【
訓
讀
】

　

然
れ
ば
則
ち
其
の
去
る
を
知
る
莫
く
、
其
の
來
る
を
見
る
こ
と
罕
に
し
て
（
二
六
）、
災
風
（
二
七
）
掃
い
て
更
に
安
ん
じ
、
毒
火
（
二
八
）

焚
き
て
も

え
ざ
る
者
、
八
解
脫
（
二
九
）
を
具
し
、
六
神
通
（
三
〇
）
を
備
え
、
萬
善
を
欝つ

み
荴
蔬
（
三
一
）
に
し
て
、
百
非
（
三
二
）
を
超

え
迥
か
に
越
え
ざ
れ
ば
、
又
た
何
ぞ
此
に
至
る
に
堪
え
ん
や
。
夫
の
前
聖
後
聖
（
三
三
）、
天
の
又
た
天
（
三
四
）、
八
恒
の
大
醫
王
（
三
五
）、

十
方
の
大
仙
主
（
三
六
）
の
若
き
は
、
或
い
は
定
光
と
字
を
同
じ
く
す
る
こ
と
、
數
五
千
を
極
め
（
三
七
）、
或
い
は
弗
沙
と
共
に
名
を
等

し
く
す
る
こ
と
、
算
三
億
に
盈
つ
（
三
八
）。
應
現
（
三
九
）
の
年
別
に
し
て
、
王
領
の
處
乖
う
と
雖
も
、
妙
力
神
光
、
規
重
な
り
矩
疊
な

る
が
ご
と
し
（
四
〇
）。
竝
び
に
慈
雲
廣
く
庇
い
（
四
一
）、
善
雨
周
ね
く
覃お
よ

ぶ
（
四
二
）。
智
日
を
重
昏
に
皎
か
が
やか

し
（
四
三
）、
慧
燈
を
積
暗
に

燃
や
す
（
四
四
）。
悲
河
浪
を
鼓
て
ば
、
六
度
の
船
（
四
五
）
併
び
に
浮
か
び
、
熾
宅
煙
を
揚
ぐ
れ
ば
、
三
乘
の
轍
倶
に
轉
ず
（
四
六
）。
威

靈
の
大
な
る
こ
と
、
未
だ
等
級
を
易
え
ず
、
變
化
の
奇
な
る
こ
と
、
寔
に
思
議
し
難
し
。
層
山
芥
子
に
納
む
る
も
（
四
七
）、
仍な

自お

嶔
岑
た

り
（
四
八
）、
巨
海
毛
穴
に
入
る
も
（
四
九
）、
浩こ
う

淼び
ょ
うた

る
（
五
〇
）
を
妨
ぐ
る
無
し
。
闍
世
の
狂
象
を
伏
し
（
五
一
）、
迦
葉
の
毒
龍
を
弭と
ど

む

る
こ
と
（
五
二
）、
波
旬
（
五
三
）
覩
て
魂
を
喪
い
、
梵
志
（
五
四
）
は
望
み
て
魄
を
辟
し
り
ぞく

。
誠
に
最
尊
最
勝
な
る
こ
と
法
王
よ
り
高
き
は
莫

し
（
五
五
）。
但
だ
滅
に
非
ざ
る
に
滅
を
示
す
は
（
五
六
）、
還
っ
て
慈
父
（
五
七
）
た
る
を
失
す
。

　
　
【
現
代
語
譯
】

　

そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
去
來
を
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
災
風
が
吹
い
て
も
安
逸
で
あ
り
、
毒
火
に
燒
か
れ
て
も
燃
え
な
い
と
い
う
境
地

に
は
、
八
解
脫
や
六
神
通
を
そ
な
え
、
あ
ら
ゆ
る
善
を
積
ん
で
成
長
し
、
百
非
を
は
る
か
に
越
え
る
よ
う
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
い
た
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る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
か
の
前
聖
、
後
聖
、
天
中
天
、
八
恒
河
沙
も
の
大
醫
王
、
十
方
の
大
仙
主
で
あ
る
佛
は
、
同
じ
く
定
光
と
號
す

る
者
が
五
千
に
も
達
し
、
弗
沙
と
い
う
名
の
者
が
三
億
に
も
達
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
世
に
現
れ
る
年
代
が
異
な
り
、
王
の
領
す
る
地
も
異
な

る
が
、
そ
の
す
ば
ら
し
い
力
や
不
思
議
な
光
は
、
規
矩
が
ぴ
っ
た
り
合
う
ご
と
く
同
じ
で
あ
る
。
み
な
慈
悲
の
雲
が
あ
ま
ね
く
覆
い
、
善

の
雨
が
あ
ま
ね
く
及
ぶ
。
智
慧
の
太
陽
を
黑
闇
に
輝
か
し
、
智
慧
の
燈
を
暗
が
り
に
燃
や
す
。
大
悲
の
河
が
波
を
お
こ
せ
ば
、
六
波
羅
蜜

の
船
は
み
な
浮
か
び
、
炎
に
包
ま
れ
た
家
宅
が
煙
を
揚
げ
れ
ば
、
三
乘
の
車
は
と
も
に
動
き
出
す
。
そ
の
靈
妙
な
威
力
の
大
き
さ
は
等
級

を
一
に
し
て
み
な
同
じ
で
あ
り
、
變
化
の
妙
も
ま
こ
と
に
測
り
難
い
も
の
で
あ
る
。
幾
重
に
重
な
っ
た
山
を
芥
子
粒
の
中
に
納
め
て
も
山

の
高
さ
は
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、
巨
海
を
毛
穴
に
入
れ
て
も
、
海
の
廣
大
な
さ
ま
は
變
わ
ら
な
い
。
佛
は
阿
闍
世
王
の
狂
象
を
降
伏
し
、
迦

葉
の
毒
龍
を
調
伏
し
た
の
で
、
阿
闍
世
は
そ
れ
を
見
て
肝
を
冷
や
し
、
迦
葉
は
恐
懼
し
た
。
ま
こ
と
に
最
も
尊
く
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
佛

に
ま
さ
る
も
の
は
な
い
。
た
だ
本
當
は
滅
し
て
い
な
い
の
に
寂
滅
の
相
（
涅
槃
）
を
示
し
た
の
は
か
え
っ
て
慈
父
と
い
う
稱
號
に
も
と
る

も
の
で
あ
る
。

　
　
【
語
釋
】

（
二
六
）【
莫
知
其
去
、
罕
見
其
來
】（
例
）『
廣
弘
明
集
』
卷
二
九　

江
淹
（
四
四
四
〜
五
〇
五
）　

無
爲
論
「
吾
聞
大
人
降
迹
、
廣
樹

慈
悲
、
破
生
死
之
樊
籠
、
登
涅
槃
之
彼
岸
、
闡
三
乘
以
誘
物
、
去
一
相
以
歸
眞
。
有
智
者
不
見
其
去
來
、
有
心
者
莫
知
其
終

始
」﹇T52:343a

﹈。

（
二
七
）【
災
風
】（
例
）『
妙
法
蓮
華
經
』
普
門
品
偈
「
無
垢
淸
淨
光
、
慧
日
破
諸
闇
、
能
伏
災
風
火
、
普
明
照
世
閒
」﹇T15:311a

﹈。

（
二
八
）【
毒
火
】（
例
）
曇
無
讖
譯
『
佛
所
行
讚
』
卷
四　

瓶
沙
王
諸
弟
子
品
「
時
惡
龍
見
佛
、
瞋
恚
縱
毒
火
、
舉
室
洞
熾
然
、
而
不
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觸
佛
身
。
舍
盡
、
火
自
滅
、
世
尊
猶
安
坐
」﹇T4:31b

﹈。

（
二
九
）【
八
解
脫
】
三
界
の
煩
惱
を
捨
て
て
そ
の
繋
縛
か
ら
解
脫
す
る
八
種
の
禪
定
。
八
背
捨
。（
例
）『
長
阿
含
經
』
卷
一
〇
「
阿

難
、
復
有
八
解
脫
。
云
何
八
。
色
觀
色
、
初
解
脫
。
內
無
色
想
、
觀
外
色
、
二
解
脫
。
淨
解
脫
、
三
解
脫
。
度
色
想
、
滅
有
對

想
、
不
念
雜
想
、
住
空
處
、
四
解
脫
。
度
空
處
、
住
識
處
、
五
解
脫
。
度
識
處
、
住
不
用
處
、
六
解
脫
。
度
不
用
處
、
住
有
想

無
想
處
、
七
解
脫
。
滅
盡
定
、
八
解
脫
。
阿
難
、
諸
比
丘
於
此
八
解
脫
、
逆
順
遊
行
、
入
出
自
在
、
如
是
比
丘
得
俱
解
脫
」

﹇T1:62b

﹈。

（
三
〇
）【
六
神
通
】
人
知
を
超
え
た
次
の
六
種
の
自
由
自
在
な
能
力
。（
例
）『
長
阿
含
經
』
卷
九
「
云
何
六
證
法
。
謂
六
神
通
。
一
者

神
足
通
證
。
二
者
天
耳
通
證
。
三
者
知
他
心
通
證
。
四
者
宿
命
通
證
。
五
者
天
眼
通
證
。
六
者
漏
盡
通
證
」﹇T1:54b

﹈。

（
三
一
）【
荴
蔬
】
扶
疏
。
枝
葉
の
繁
茂
す
る
さ
ま
。
ま
た
繁
盛
す
る
さ
ま
。（
例
）『
呂
氏
春
秋
』
任
地
「
樹
肥
無
使
扶
疏
、
樹

不
欲

專
生
而
族
居
。
肥
而
扶
疏
則
多
秕
、

而
專
居
則
多
死
」。

（
三
二
）【
百
非
】「
百
」
は
概
数
。「
非
」
と
は
非
有
非
無
と
非
認
す
る
を
言
う
。（
例
）
吉
藏
『
法
華
義
疏
』
序
品
「
佛
法
竪
不
得
其

底
。
謂
絕
四
句
爲
深
。
橫
不
見
其
邊
。
越
百
非
稱
遠
。
又
心
行
滅
故
爲
深
。
言
語
斷
故
爲
遠
。
正
是
根
本
法
輪
義
如
此
也
」

﹇T34:479b

﹈。

（
三
三
）【
前
聖
後
聖
】（
出
典
）『
孟
子
』
離
婁
下
「
得
志
行
乎
中
國
、
若
合
符
節
、
先
聖
後
聖
、
其
揆
一
也
」。（
例
）『
孔
叢
子
』
答

問
「
韓
氏
未
必
非
、
孔
子
未
必
得
也
。
吾
今
而
後
乃
知
聖
人
無
世
不
有
、
前
聖
後
聖
法
制
固
不
一
也
」。
智
顗
『
維
摩
經
玄
疏
』

卷
五
「
又
云
、
前
聖
後
聖
莫
不
經
此
悉
檀
所
說
之
敎
而
得
成
道
」﹇T38:548a

﹈。

（
三
四
）【
天
之
又
天
】
佛
號
の
一
つ
で
あ
る
「
天
中
天
」
の
こ
と
か
。『
六
度
集
經
』
卷
一
「
今
果
得
佛
、
號
天
中
天
、
爲
三
界
雄
」
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﹇T3:2b

﹈。

（
三
五
）【
八
恒
之
大
醫
王
】
八
恒
河
沙
も
の
多
く
の
諸
佛
。（
例
）『
涅
槃
經
』
如
來
性
品
「
若
有
衆
生
於
八
恒
河
沙
等
佛
所
發
菩
提

心
、
然
後
乃
能
於
惡
世
中
不
謗
是
法
」﹇T12:398c-399a

﹈。
竺
法
護
譯
『
普
曜
經
』
卷
六　

諸
天
賀
佛
成
道
品
「
於
是
欲
行

天
王
如
見
如
來
坐
於
樹
下
、
神
通
以
達
、
所
願
具
足
、
降
魔
怨
敵
、
竪
大
幢
幡
、
無
極
大
仁
、
爲
大
醫
王
、
療
衆
疾
患
」

﹇T3:523a
﹈。

（
三
六
）【
十
方
之
大
仙
主
】（
例
）
闍
那
崛
多
譯
『
諸
法
本
無
經
』
卷
三
「
所
有
十
方
佛
世
尊
、
住
世
作
利
大
仙
主
」﹇T15:773b

﹈。

（
三
七
）【
與
定
光
同
字
、
數
極
五
千
】『
百
品
』
で
は
「
字
」
を
「
宇
」
に
作
る
。「
五
千
」
は
「
八
千
」
の
誤
り
か
。（
出
典
）『
佛
藏

經
』
淨
見
品
「
舍
利
弗
、
我
念
過
世
得
値
八
千
佛
、
皆
號
定
光
」﹇T15:797a

﹈。

（
三
八
）【
共
弗
沙
等
名
、
算
盈
三
億
】（
出
典
）『
佛
藏
經
』
淨
見
品
「
舍
利
弗
、
我
念
過
世
値
三
億
佛
、
皆
號
弗
沙
」﹇T15:797b

﹈。

（
三
九
）【
應
現
】
佛
な
ど
が
衆
生
の
機
縁
に
應
じ
て
こ
の
世
に
現
れ
る
こ
と
。（
例
）『
大
方
便
佛
報
恩
經
』
親
近
品
「
世
尊
應
現
世

閒
、
引
接
有
緣
。
有
緣
既
盡
、
遷
神
涅
槃
」﹇T3:161b

﹈。

（
四
〇
）【
規
重
矩
疊
】「
重
規
疊
矩
」
と
同
じ
。
ぴ
っ
た
り
と
相
い
合
す
る
、
規
矩
法
度
を
同
じ
く
す
る
。（
例
）『
孔
子
家
語
』
序

「
與
予
所
論
、
有
若
重
規
疊
矩
」。『
晉
書
』
卷
五
八　

周
訪
傳
贊
「
曰
子
曰
孫
、
重
規
疊
矩
」。

（
四
一
）【
慈
雲
廣
庇
】
雲
が
世
界
を
廣
く
覆
う
こ
と
に
慈
悲
の
心
を
喩
え
る
。（
例
）『
觀
佛
三
昧
海
經
』
觀
像
品
「
南
無
大
德
我
大
和

上
應
正
遍
知
大
悲
世
尊
。
願
以
慈
雲
覆
護
弟
子
」﹇T15:690c
﹈。

（
四
二
）【
善
雨
周
覃
】「
覃
」
は
、
延
び
る
、
及
ぶ
の
意
味
。（
例
）
闍
那
崛
多
譯
『
大
集
譬
喩
王
經
』
卷
一
「
若
於
彼
處
成
就
諸
味
、

閻
浮
洲
人
得
用
活
命
。
是
故
於
彼
處
雨
名
爲
善
雨
」﹇T13:948c

﹈。
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（
四
三
）【
皎
智
日
於
重
昏
】（
例
）『
文
選
』
卷
五
九　

頭
陀
寺
碑
文
「
曜
慧
日
於
康
衢
、
則
重
昏
夜
曉
」。
李
周
翰
注
「
言
二
比
丘
演

說
佛
化
、
萬
物
見
明
、
如
日
照
於
道
、
重
深
昏
暗
之
處
、
夜
中
亦
曉
」。

（
四
四
）【
燃
慧
燈
於
積
暗
】（
例
）『
過
去
現
在
因
果
經
』
卷
三
「
衆
生
墮
大
黑
暗
之
中
、
茫
然
不
知
所
止
之
處
。
菩
薩
爲
然
大
智
慧

燈
」﹇T3:641a

﹈。

（
四
五
）【
六
度
之
船
】
六
度
は
六
波
羅
蜜
の
こ
と
。
菩
提
に
至
る
た
め
の
菩
薩
の
六
つ
の
實
踐
德
目
。
布
施
・
持
戒
・
忍
辱
・
精
進
・

禪
定
・
智
慧
。（
例
）『
廣
弘
明
集
』
卷
二
〇　

皇
太
子
臣
綱
（
の
ち
梁
簡
文
帝
）　

大
法
頌
（

序
）「
豈
若
然
智
惠
之
炬
、
照

生
死
之
闇
、
出
五
陰
之
聚
、
升
六
度
之
舟
、
浮
衆
德
之
海
、
踐
不
生
之
岸
」﹇T52:240c

﹈。

（
四
六
）【
熾
宅
揚
煙
、
三
乘
之
轍
倶
轉
】
火
宅
に
迷
う
衆
生
を
三
乘
の
敎
え
に
よ
っ
て
救
い
出
す
。（
出
典
）『
妙
法
蓮
華
經
』
譬
喩
品

「
如
來
亦
復
如
是
、
雖
有
力
無
所
畏
而
不
用
之
、
但
以
智
慧
方
便
、
於
三
界
火
宅
拔
濟
衆
生
、
爲
說
三
乘
：
聲
聞
・
辟
支
佛
・

佛
乘
、
而
作
是
言
、
汝
等
莫
得
樂
住
三
界
火
宅
、
勿
貪
麁
弊
色
聲
香
味
觸
也
。
若
貪
著
生
愛
、
則
爲
所
燒
。
汝
速
出
三
界
、
當

得
三
乘
：
聲
聞
・
辟
支
佛
・
佛
乘
」﹇T9:13b
﹈。

（
四
七
）【
層
山
納
於
芥
子
】（
出
典
）『
維
摩
詰
所
說
經
』
不
思
議
品
「
若
菩
薩
住
是
解
脫
者
、
以
須
彌
之
高
廣
、
内
芥
子
中
、
無
所
增

減
、
須
彌
山
王
本
相
如
故
、
而
四
天
王
忉
利
諸
天
不
覺
不
知
己
之
所
入
、
唯
應
度
者
乃
見
須
彌
入
芥
子
中
、
是
名
住
不
思
議
解

脫
法
門
」﹇T14:546b

﹈。

（
四
八
）【
嶔
岑
】
山
が
高
峻
な
さ
ま
。（
例
）『
楚
辭
』
招
隱
士
「
嶔
岑
碕
礒
兮
」。
王
逸
注
「
山
阜

嵎
」。

（
四
九
）【
巨
海
入
於
毛
穴
】（
出
典
）『
維
摩
詰
所
說
經
』
不
思
議
品
「
又
以
四
大
海
水
入
一
毛
孔
、
不

魚
、
鼈
、

、

水
性
之

屬
、
而
彼
大
海
本
相
如
故
、
諸
龍
、
鬼
神
、
阿
修
羅
等
、
不
覺
不
知
己
之
所
入
、
於
此
衆
生
亦
無
所

」﹇T14:546bc

﹈。
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（
五
〇
）【
浩
淼
】
水
面
が
廣
く
悠
遠
な
さ
ま
。（
例
）『
元
和
郡
縣
圖
志
』
卷
三
四　

南
海
縣
「
自
此
出
海
、
浩
淼
無
際
」。

（
五
一
）【
伏
闍
世
之
狂
象
】（
出
典
）『
涅
槃
經
』
梵
行
品
「
善
男
子
、
如
提
婆
達
敎
阿
闍
世
欲
害
如
來
。
是
時
我
入
王
舍
大
城
次
第
乞

食
。
阿
闍
世
王
即
放
護
財
狂
醉
之
象
、
欲
令
害
我
及
諸
弟
子
。・
・
・
善
男
子
、
我
於
爾
時
爲
欲
降
伏
護
財
象
故
、
即
入
慈
定

舒
手
示
之
、
即
於
五
指
出
五
師
子
。
是
象
見
已
其
心
怖
畏
、
尋
即
失
糞
。
舉
身
投
地
敬
禮
我
足
」﹇T12:457b

﹈。
他
に
も
『
增

壹
阿
含
經
』
卷
九　

慚
愧
品
な
ど
に
見
え
る
。

（
五
二
）【
弭
迦
葉
之
毒
龍
】（
出
典
）『
四
分
律
』
卷
三
二
「
爾
時
世
尊
遊
欝

羅
。
時
欝

羅
婆
界
有
梵
志
、
名
欝

羅
迦
葉
、
於
彼

住
止
、
將
五
百
螺
髻
梵
志
、
爲
最
尊
長
師
首
。
鴦
伽
摩
竭
國
中
、
皆
稱
爲
阿
羅
漢
。
爾
時
世
尊
詣
欝

羅
迦
葉
所
、
到
已
語

言
、
吾
欲
借
室
寄
止
一
宿
。
可
爾
以
不
。
報
言
、
不
惜
、
但
此
室
有
毒
龍
極
惡
、
恐
相
害
耳
。
佛
言
、
無
苦
、
但
見
借
、
龍
不

害
我
」﹇T22:793b

﹈。
他
に
も
『
太
子
瑞
應
本
起
經
』
な
ど
多
く
の
經
典
に
類
話
有
り
。

（
五
三
）【
波
旬
】
魔
王
。
こ
こ
で
は
阿
闍
世
を
指
す
。

（
五
四
）【
梵
志
】
婆
羅
門
の
漢
譯
。
も
と
竺
法
護
の
譯
語
。
前
掲
注
（
五
二
）『
四
分
律
』
の
文
を
參
照
。
こ
こ
で
は
欝

羅
迦
葉
の

こ
と
。

（
五
五
）【
最
尊
最
勝
莫
高
於
法
王
】（
例
）『
涅
槃
經
』
壽
命
品
「
夫
如
來
者
、
天
上
人
中
最
尊
最
勝
」﹇T12:373c

﹈。『
涅
槃
經
』
師

子
吼
品
「
如
來
法
王
眞
實
無
上
」﹇T12:541b

﹈。

（
五
六
）【
非
滅
示
滅
】
釋
尊
の
寂
滅
は
假
の
姿
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。（
例
）『
國
淸
百
錄
』
卷
三
「
在
昔
雙
林
示
滅
非
滅
、
多
寶
獨
塔

俟
時
涌
現
」﹇T46:814a

﹈。

（
五
七
）【
慈
父
】（
例
）『
悲
華
經
』
諸
菩
薩
本
授
記
品
「
攝
取
衆
生
、
猶
如
慈
父
」﹇T3:204b

﹈。
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【
③
九
〜
一
〇
行
目　

佛
滅
後
、
世
を
救
濟
す
る
の
は
誰
か
？
】

　
　
【
訓
讀
】

　

是
に
於
い
て

巖
徒
ら
に
あ
き

ら
か
に
し
て
（
五
八
）、
木
に
値あ

う
は
終
に
難
し
（
五
九
）。
虛
し
く
白
鵠
の
林
（
六
〇
）
を
瞻
、
誰
か
靑
雀

の
樹
（
六
一
）
に
逢
わ
ん
。
翻
っ
て
水
を
し
て
功
德
と
言
う
も
（
六
二
）、
永
く
波
濤
を
遏
め
、
山
を
し
て
智
慧
と
名
づ
く
も
（
六
三
）、
遂

に
峯

（
六
四
）
に
潛
ま
し
む
。
其
れ
能
く
淸
化
（
六
五
）
を
將
に
淪
ま
ん
と
す
る
に
闡
き
、
玄
風
（
六
六
）
を
以す
で

に
墜
つ
る
に
振
う
は
、
千

年
一
有
、
我
に
非
ず
し
て
誰
ぞ
。

　
　
【
現
代
語
譯
】

　

そ
う
い
う
わ
け
で
、
煩
惱
の
山
は
い
た
ず
ら
に
明
朗
で
あ
り
、
浮
き
木
に
遭
遇
す
る
の
は
難
し
い
。
む
な
し
く
沙
羅
雙
樹
を
見
る
だ
け

で
あ
り
、
誰
が
菩
提
樹
に
出
會
え
よ
う
か
。
水
を
功
德
と
よ
ぶ
が
永
ら
く
救
い
の
波
を
止
め
て
お
り
、
山
を
智
慧
と
い
う
が
、
高
く
險
し

い
山
に
隱
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
淸
明
な
敎
化
を
ま
さ
に
沈
も
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
開
き
行
い
、
玄
妙
な
風
を
す
で
に
墜
ち
て
し
ま
っ
た

地
に
起
こ
す
者
は
、
千
年
に
た
だ
一
人
で
あ
り
、
そ
れ
は
私
以
外
に
誰
が
い
よ
う
か
。

　
　
【
語
釋
】

（
五
八
）【

巖
徒
朗
】
典
據
不
明
。

巖
は
業
障
山
（
煩
惱
の
山
）
の
意
味
か
。
銘
に
も
「
惚
（
惱
）
峯
」
と
類
語
が
み
え
る
。『
華

嚴
經
』
入
法
界
品
「
入
一
切
佛
諸
功
德
海
、
壞
一
切
煩
惱
魔
業
障
山
」﹇T09:743c

﹈
な
ど
を
踏
ま
え
た
表
現
か
。
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（
五
九
）【
値
木
終
難
】（
出
典
）『
雜
阿
含
經
』
卷
一
五
「
譬
如
大
地
悉
成
大
海
、
有
一
盲
龜
壽
無
量
劫
、
百
年
一
出
其
頭
、
海
中
有
浮

木
、
止
有
一
孔
、
漂
流
海
浪
、
隨
風
東
西
。
盲
龜
百
年
一
出
其
頭
、
當
得
過
此
孔
不
。（
中
略
）
盲
龜
浮
木
、
雖
復
差
違
、
或

復
相
得
。
愚
癡
凡
夫
漂
流
五
趣
、
暫
復
人
身
、
甚
難
於
彼
」﹇T2:108c

﹈。『
大
莊
嚴
論
經
』
卷
六
「
巨
海
極
廣
大
、
浮
木
孔
復

小
、
百
年
而
一
出
、
得
値
甚
爲
難
。
我
今
池
水
小
、
浮
木
孔
極
大
、
數
數
自
出
頭
、
不
能
値
木
孔
。
盲
龜
遇
浮
木
、
相
値
甚
爲

難
。
惡
道
復
人
身
、
難
値
亦
如
是
。
我
今
値
人
身
、
應
當
不
放
逸
。
恒
沙
等
諸
佛
、
未
曾
得
値
遇
。
今
日
得
諮
受
十
力
世
尊

言
、
佛
所
說
妙
法
、
我
必
當
修
行
」﹇T4:291c

﹈。

（
六
〇
）【
白
鵠
之
林
】
佛
が
涅
槃
し
た
場
所
で
あ
る
娑
羅
雙
樹
林
。（
例
）
僧
祐
『
釋
迦
譜
』
卷
四
「
爾
時
拘
尸
那
城
娑
羅
雙
樹
林
、

其
林
變
白
、
猶
如
白
鵠
。
於
虛
空
中
自
然
而
有
七
寶
堂
閣
。
彫
文
刻
鏤
、
流
泉
浴
池
、
上
妙
蓮
花
、
亦
如
忉
利
歡
喜
之
園
。
是

諸
天
人
阿
修
羅
等
、
咸
覩
如
來
涅
槃
之
相
、
皆
悉
悲
感
」﹇T50:69b

﹈。

（
六
一
）【
靑
雀
之
樹
】
佛
が
成
道
し
た
場
所
で
あ
る
菩
提
樹
。（
例
）『
太
子
瑞
應
本
起
經
』
卷
下
「
佛
初
得
道
、
自
知
食
少
身
體
虛

輕
、
徐
起
入
水
洗
浴
、
畢
欲
上
岸
、
天
按
樹
枝
、
得
攀
而
出
、
旋
往
樹
下
。
有
五
百
靑
雀
、
飛
來
繞
佛
、
三
匝
而
去
」

﹇T3:479a

﹈。

（
六
二
）【
水
言
功
德
】
八
功
德
水
の
こ
と
。（
例
）『
涅
槃
經
集
解
』
卷
二　

序
品
「
道
慧
記
曰
、
八
功
德
水
者
、
謂
輕
、
冷
、
軟
、

美
、
淸
淨
、
不
臭
、
飲
時
調
適
、
飲
已
無
患
也
」﹇T37:387c
﹈。

（
六
三
）【
山
名
智
慧
】（
例
）『
涅
槃
經
』
如
來
性
品
「
如
來
悉
斷
無
量
煩
惱
、
住
智
慧
山
」﹇T12:415c

﹈。

（
六
四
）【
峯

】
高
く
險
し
い
山
。（
例
）『
宋
書
』
卷
四
二　

劉
穆
之
傳
「
峯

聳
秀
、
林
樹
繁
密
」。

（
六
五
）【
淸
化
】
淸
明
な
敎
化
。（
例
）『
後
漢
書
』
列
傳
一
六　

鄧
騭
傳
「
能
宣
贊
風
美
、
補
助
淸
化
、
誠
慚
誠
懼
、
無
以
處
心
」。
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（
六
六
）【
玄
風
】
淸
靜
無
爲
の
敎
化
。（
例
）『
文
選
』
卷
三
八　

庾
亮　

讓
中
書
監
表
「
遂
階
親
寵
、
累
忝
非
服
、
弱
冠
濯
纓
、
沐
浴

玄
風
」。
呂
延
濟
注
「
沐
浴
天
子
道
敎
」。『
宋
書
』
禮
志
一
「
今
皇
恩
遐
震
・
・
・
將
灑
玄
風
於
四
區
、
導
斯
民
於
至
德
」。

　
　
　
　
【
④
一
〇
〜
一
四
行
目　

婁
定
遠
の
出
自
〜
都
で
の
事
跡
】

　
　
【
訓
讀
】

　

使
持
節
・
都
督
靑
州
諸
軍
事
・
驃
騎
大
將
軍
・
靑
州
刺
史
・
司
空
公
・
寧
都
縣
開
國
公
・
高
城
縣
開
國
公
・
昌
國
侯
・
臨
淮
王
婁
公
、

彩
を
中
岳
に
孕
み
、
精
を
大
水
に
摛
く
（
六
七
）。
龍
章
（
六
八
）
外
に
動
き
、
豹
氣
傍
ら
に
飛
す
。
妙
質
（
六
九
）
は

ら
か
な
る
こ
と
珠

の
明
ら
か
な
る
が
若
く
、

姿
（
七
〇
）
は
朗
ら
か
な
る
こ
と
猶
お
玉
の
瑩
ら
か
な
る
が
ご
と
し
。
將
相
の
奇
器
を
負
い
、
社
稷
の
高
節

を
懷
く
。
文
を
經お
さ

む
る
の
大
德
、
紛
綸
に
し
て
九
を
備
え
（
七
一
）、
武
を
佩
ぶ
る
の
殊
功
、
雜
踏
し
て
七
を
兼
ぬ
（
七
二
）。
羽
を
拂ふ
る

え
ば

則
ち
風
を
搏
ち
漢
を
歴
、
足
を
抗
ぐ
れ
ば
則
ち
塵
を
超
え
影
を
絶
つ
（
七
三
）。
管
樂
（
七
四
）
の
小
爲
る
を
知
り
、
元
愷
（
七
五
）
の
大
に

非
ざ
る
を
識
る
。
天
地
の
閒
に
鼓
盪
（
七
六
）
し
、
雲
霞
の
表そ
と

に
疏
散
（
七
七
）
す
。
帝
門
を
排
お
し
ひ
らき

て
首
を
矯あ

げ
（
七
八
）、
皇
慈
に
沐
し
以

て
鱗
を
濯
う
（
七
九
）。
壤
を
裂
き
珪
を
分
か
た
る
る
や
（
八
〇
）、
旦
夕
に
し
て
兼
ね
委
ね
ら
れ
（
八
一
）、
儀
台
（
八
二
）
に
て
袞
（
八
三
）

を
服
す
る
に
、
造
次
に
之
を
以
て
す
（
八
四
）。
始
め
て
金
蟬
（
八
五
）
を
映
ず
れ
ば
、
丁
劉
（
八
六
）
を
漢
日
（
八
七
）
に
鄙
し
み
、
暫
く

沼
（
八
八
）
に
栖
ま
ば
、
陳
張
（
八
九
）
を
晉
京
（
九
〇
）
に
蔑
む
。
履
、
毎
に
南
宮
（
九
一
）
に
曳
き
、
職
、
頻
り
に
北
斗
（
九
二
）
に
關
わ

る
。
文
昌
（
九
三
）
に
迄い
た

り
て
鳳
の
ご
と
く

と
ど

ま
り
、
鉤
陳
に
入
り
て
虎
の
ご
と
く
盻に
ら

む
（
九
四
）。

　
　
【
現
代
語
譯
】
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使
持
節
・
都
督
靑
州
諸
軍
事
・
驃
騎
大
將
軍
・
靑
州
刺
史
・
司
空
公
・
寧
都
縣
開
國
公
・
高
城
縣
開
國
公
・
昌
國
侯
・
臨
淮
王
で
あ
る

婁
公
は
ひ
か
り
を
嵩
山
に
孕
み
、
精
を
黃
河
に
う
け
た
。
優
れ
た
容
姿
が
外
に
動
く
と
、
豹
氣
が
周
り
に
飛
ぶ
。
そ
の
優
れ
た
資
質
は
珠

の
よ
う
に
輝
か
し
く
、
そ
の
美
し
い
姿
は
玉
の
よ
う
に
つ
や
や
か
で
あ
る
。
將
軍
や
宰
相
の
優
れ
た
器
量
を
持
ち
、
國
家
の
社
稷
を
擔
う

高
い
節
義
を
懷
い
て
い
る
。
文
治
に
よ
る
大
い
な
る
德
澤
は
九
つ
の
功
を
兼
ね
備
え
、
武
力
に
よ
る
特
別
な
功
績
は
、
七
つ
の
す
ぐ
れ
た

德
を
備
え
て
い
た
。
羽
を
は
ば
た
か
せ
れ
ば
風
を
き
り
銀
河
を
歴
、
足
を
あ
げ
れ
ば
世
俗
を
超
え
影
を
絶
す
る
。
管
仲
・
樂
毅
の
小
で
あ

る
こ
と
を
知
り
、
八
元
・
八
愷
で
す
ら
大
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
天
地
を
か
け
め
ぐ
り
、
雲
霞
の
外
に
ま
で
廣
が
る
。
皇
帝
の
門
を

く
ぐ
り
帝
の
側
近
と
し
て
堂
々
と
し
て
お
り
、
帝
の
慈
愛
恩
澤
に
浴
し
の
び
の
び
と
振
る
舞
っ
た
。
分
封
さ
れ
る
や
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち

に
さ
ら
に
別
封
さ
れ
、
儀
台
に
て
袞
衣
を
着
け
る
こ
と
、
危
急
の
時
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
初
め
て
侍
中
の
官
に
つ
く
と
後
漢
の
丁
鴻
や
劉

愷
よ
り
も
聲
望
は
勝
り
、
朝
廷
に
身
を
お
く
や
、
西
晉
王
朝
の
功
臣
で
あ
る
陳
騫
や
張
華
さ
え
も
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
素
晴
ら
し
か
っ

た
。
つ
ね
に
尚
書
の
官
に
居
り
、
頻
繁
に
帝
事
に
も
關
わ
っ
た
。
尚
書
に
到
る
と
鳳
凰
の
ご
と
く
と
ど
ま
り
、
後
宮
に
入
れ
ば
虎
の
如
く

睨
み
を
き
か
せ
た
。

　
　
【
語
釋
】

（
六
七
）【
孕
彩
中
岳
、
摛
精
大
水
】「
中
岳
」
は
嵩
山
。「
大
水
」
は
こ
こ
で
は
黃
河
。『
史
記
』
卷
一
二
三　

大
宛
列
傳
「
其
人
民
乘

象
以
戰
。
其
國
臨
大
水
焉
」。
張
守
節
正
義
「
大
水
、
河
也
」。（
例
）
北
齊
封
子
繪
墓
誌
（
趙
超
『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
彙
編
』

天
津
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
（
改
訂
再
版
）、（
以
下
『
墓
誌
彙
編
』
と
略
）
四
二
三
頁
）「
公
摛
光
漢
澨
、
孕
彩
崑
丘
、

無
忝
良
弓
、
剋
荷
堂
構
」。
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（
六
八
）【
龍
章
】
す
ぐ
れ
た
容
姿
。『
晉
書
』
卷
四
九　

康
傳
「
龍
章
鳳
姿
、
天
質
自
然
」。
龍
章
に
は
皇
帝
の
儀
仗
、
征
伐
を
行
う

大
將
の
旗
な
ど
の
意
味
も
あ
る
。

（
六
九
）【
妙
質
】
す
ぐ
れ
た
資
質
。『
文
選
』
卷
一
三　

禰
衡　

鸚
鵡
賦
「
惟
西
域
之
靈
鳥
兮
、
挺
自
然
之
奇
姿
、
體
金
精
之
妙
質
兮
、

合
火
德
之
明
煇
」。

（
七
〇
）【

姿
】
瑰
姿
。
美
し
い
容
姿
。『
文
選
』
卷
一
七　

傅
毅　

舞
賦
「
軼
態
横
出
、
瑰
姿
譎
起
」。
李
善
注
「
瑰
、
美
也
」。

（
七
一
）【
經
文
大
德
紛
綸
而
備
九
】「
經
文
」
は
文
を
お
さ
め
る
。
文
を
主
と
す
る
治
。「
佩
武
」
と
對
應
す
る
。（
例
）『
弘
明
集
』
卷

一
四　

檄
魔
文
「
善
武
經
文
、
忠
著
皇
闕
」﹇T52:92c

﹈。「
大
德
」
は
、
お
お
い
な
る
德
澤
。（
例
）『
詩
』
小
雅　

谷
風
「
忘

我
大
德
、
思
我
小
怨
」。「
紛
綸
」
は
、
多
い
こ
と
。（
例
）『
史
記
』
卷
一
一
七　

司
馬
相
如
列
傳
「
紛
綸
威
蕤
、
堙
滅
而
不
稱

者
、
不
可
勝
數
也
」。「
九
」
は
九
功
。（
出
典
）『
左
傳
』
文
公
七
年
「
六
府
、
三
事
、
謂
之
九
功
。
水
、
火
、
金
、
木
、
土
、

穀
、
謂
之
六
府
。
正
德
、
利
用
、
厚
生
、
謂
之
三
事
」。（
例
）『
梁
書
』
武
帝
紀
上
「
文
洽
九
功
、
武
苞
七
德
」。

（
七
二
）【
佩
武
殊
功
雜
踏
而
兼
七
】「
殊
功
」
は
、
す
ぐ
れ
た
功
績
。「
雜
踏
」
は
繁
多
な
さ
ま
。
踏
は
沓
に
通
ず
。「
七
」
は
七
德
。

（
出
典
）『
左
傳
』
宣
公
十
二
年
「
夫
武
、
禁
暴
、

兵
、
保
大
、
定
功
、
安
民
、
和
衆
、
豐
財
者
也
。
武
有
七
德
、
我
無
一

焉
」。

（
七
三
）【
超
塵
絶
影
】（
例
）
僧
肇
『
注
維
摩
詰
經
』
卷
一
〇　

法
供
養
品
「
微
妙
無
像
、
非
明
者
之
所
覩
。
超
絶
塵
境
、
無
染
若
空
」

﹇T38:415a

﹈。

（
七
四
）【
管
樂
】
管
仲
と
樂
毅
の
竝
稱
。
前
者
は
春
秋
時
代
の
齊
國
の
名
相
、
後
者
は
戰
國
時
代
の
燕
國
の
名
將
。『
文
選
』
卷
四
七

袁
宏　

三
國
名
臣
序
贊
「
孔
明
盤
桓
、
俟
時
而
動
、
遐
想
管
樂
、
遠
明
風
流
」。
李
善
注
「
蜀
志
曰
、
諸
葛
亮
毎
自
比
於
管
仲
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樂
毅
。
時
人
莫
之
許
也
」。

（
七
五
）【
元
愷
】「
元
凱
」
と
同
じ
。
八
元
・
八
凱
の
略
稱
。（
出
典
）『
左
傳
』
文
公
十
八
年
「
昔
高
陽
氏
有
才
子
八
人
、
蒼
舒
、
隤

敳
、
檮
戭
、
大
臨
、
尨
降
、
庭
堅
、
仲
容
、
叔
達
。
齊
聖
廣
淵
、
明
允
篤
誠
、
天
下
之
民
謂
之
八
愷
。
高
辛
氏
有
才
子
八
人
、

伯
奮
、
仲
堪
、
叔
獻
、
季
仲
、
伯
虎
、
仲
熊
、
叔
豹
、
季
貍
、
忠
肅
共
懿
、
宣
慈
惠
和
。
天
下
之
民
謂
之
八
元
」。

（
七
六
）【
鼓
盪
】
は
げ
し
く
動
く
。（
例
）『
華
嚴
經
』
菩
薩
十
住
品
「
震
動
一
切
佛
世
界
、
傾
覆
鼓
蕩
諸
大
海
」﹇T9:447a

﹈。

（
七
七
）【
疏
散
】
廣
が
り
分
散
す
る
（
例
）『
魏
書
』
卷
三
六　

李
騫
傳　

釋
情
賦
「
跌
蕩
世
俗
之
外
、
疏
散
造
化
之
閒
」。

（
七
八
）【
排
帝
門
而
矯
首
】
帝
の
側
近
と
し
て
堂
々
と
し
て
い
る
さ
ま
。（
例
）『
楚
辭
』
九
歎　

遠
遊
「
排
帝
宮
與
羅
囿
兮
」。
注

「
言
遂
排
開
天
帝
之
宮
、
入
其
羅
囿
」。「
矯
首
」
は
頭
を
あ
げ
る
、
堂
々
と
し
て
得
意
な
さ
ま
。（
例
）『
漢
書
』
卷
八
七
上　

揚
雄
傳　

甘
泉
賦
「
仰

首
以
高
視
兮
」。
師
古
注
「

、
舉
也
。・
・
・

與
矯
同
、
其
字
從
手
」。『
抱
朴
子
』
外
篇　

名
實

「
至
於
駑
蹇
矯
首
於
琱
輦
、
駥
驥
委
牧
乎
林
坰
、
彼
己
尸
禄
、
邦
國
殄
瘁
、
下
凌
上
替
實
此
之
由
」。

（
七
九
）【
沐
皇
慈
以
濯
鱗
】
皇
帝
の
恩
澤
に
浴
し
、
の
び
の
び
と
振
る
舞
う
さ
ま
。（
例
）『
文
選
』
卷
一
九　

補
亡
詩
「
肅
肅
君
子
由

儀
率
性
、
明
明
后
辟
仁
以
爲
政
。
魚
游
淸
沼
、
鳥
萃
平
林
、
濯
鱗
鼓
翼
、
振
振
其
音
、
賓
冩
爾
誠
、
主
竭
其
心
、
時
之
和
矣
、

何
思
何
修
」。
李
周
翰
注
「
言
明
君
以
仁
愛
爲
政
則
魚
鳥
各
得
其
性
」。
婁
定
遠
は
武
成
帝
に
寵
愛
さ
れ
た
こ
と
が
正
史
の
傳
に

み
え
る
。

（
八
〇
）【
裂
壤
分
珪
】「
裂
壤
」
は
、
帝
王
が
土
地
を
分
封
し
諸
侯
を
建
立
す
る
こ
と
、「
分
珪
」
は
帝
王
が
官
爵
を
封
賜
す
る
こ
と
。

（
例
）『
藝
文
類
聚
』
卷
五
〇　

刺
史　

爲
鄱
陽
嗣
王
（
南
朝
梁
の
蕭
範
）
初
讓
雍
州
表
「
漢
啓
三
倕
、
分
珪
舊
楚
」。

（
八
一
）【
旦
夕
兼
委
】
碑
文
に
よ
れ
ば
、
婁
定
遠
は
臨
淮
郡
王
、
寧
都
縣
開
國
公
・
高
城
縣
開
國
公
・
昌
國
侯
を
兼
ね
て
い
る
。
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（
八
二
）【
儀
台
】（
例
）
是
連
公
妻
邢
夫
人
墓
誌
銘
（『
墓
誌
彙
編
』
四
一
一
頁
）「
服
玄
袞
以
儀
台
、
駕
朱
輪
而
刺
舉
」。『
隋
書
』
高

祖
紀
上
「
擅
誅
刺
舉
之
使
、
專
殺
儀
台
之
臣
」。『
翰
苑
新
書
』
前
集
卷
三
六
で
は
開
府
儀
同
三
司
の
項
に
「
儀
台
」
が
あ
る
。

臨
淮
王
像
碑
文
の
場
合
、
具
體
的
に
何
を
指
す
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
八
三
）【
袞
】
龍
を
描
い
た
禮
服
。
三
公
を
指
す
場
合
も
あ
る
。『
文
選
』
卷
一
五　

張
衡　

思
玄
賦
「
董
弱
冠
而
司
袞
兮
、
設
王
隧

而
弗
處
」。
李
善
注
「『
漢
書
』
曰
、
董
賢
年
二
十
二
爲
三
公
」。（
例
）『
周
禮
』
春
官　

司
服
「
享
先
王
則
袞
冕
」。
鄭
玄
注
引

鄭
司
農
曰
「
袞
、
卷
龍
衣
也
」。『
後
漢
書
』
列
傳
四
九　

張
衡
傳
「
申
伯
、
樊
仲
、
實
幹
周
邦
、
服
袞
而
朝
、
介
圭
作
瑞
」。

『
南
齊
書
』
卷
四
四　

徐
孝
嗣
傳
「
建
武
四
年
、
即
本
號
開
府
儀
同
三
司
。
孝
嗣
聞
有
詔
、
斂
容
謂
左
右
曰
、
吾
德
慙
古
人
、

位
登
袞
職
、
將
何
以
堪
之
」。

（
八
四
）【
造
次
以
之
】（
出
典
）『
論
語
』
里
仁
「
君
子
無
終
食
之
閒
違
仁
、
造
次
必
於
是
、
顛
沛
必
於
是
」。

（
八
五
）【
金
蟬
】
侍
中
、
中
常
侍
の
冠
飾
。
金
は
堅
剛
、
蟬
は
高
き
に
居
り
潔
を
飲
む
の
意
。『
北
史
』
卷
一
八　

任
城
王
雲
傳
「
高

祖
、
世
宗
皆
有
女
侍
中
官
、
未
見
綴
金
蟬
於
象
珥
、
極

貂
於
鬢
髮
」。

（
八
六
）【
丁
劉
】
後
漢
の
丁
鴻
と
劉
愷
。
丁
鴻
は
『
後
漢
書
』
列
傳
二
七
に
立
傳
。
丁

の
子
。
儒
者
。
本
傳
に
「
永
平
十
年
詔
徴
、

鴻
至
即
召
見
、
說
文
侯
之
命
篇
、
賜
御
衣
及
綬
、
稟
食
公
車
、
與
博
士
同
禮
。
頃
之
、
拜
侍
中
」、「
鴻
以
才
高
、
論
難
最
明
、

諸
儒
稱
之
、
帝
數
嗟
美
焉
。
時
人
嘆
曰
、
殿
中
無
雙
丁
孝
公
」
と
あ
る
。
劉
愷
は
『
後
漢
書
』
列
傳
二
九
に
立
傳
。
劉
般
の

子
。
父
か
ら
の
襲
爵
を
避
け
て
弟
に
讓
り
、
後
に
そ
の
行
爲
が
賞
讃
さ
れ
和
帝
が
下
し
た
詔
に
よ
っ
て
徴
さ
れ
郎
を
拜
し
、
遷

し
て
侍
中
と
な
っ
た
。「
愷
之
入
朝
、
在
位
者
莫
不
仰
其
風
行
」
と
、
そ
の
風
行
が
朝
廷
で
稱
え
ら
れ
た
。

（
八
七
）【
漢
日
】
漢
王
朝
。（
例
）『
隋
書
』
卷
七
七　

隠
逸　

序
言
「
語
曰
、
舉
逸
民
、
天
下
之
人
歸
心
焉
。
雖
出
處
殊
途
、
語
默
異
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用
、
各
言
其
志
、
皆
君
子
之
道
也
。
洪
崖
兆
其
始
、
箕
山
扇
其
風
、
七
人
作
乎
周
年
、
四
皓
光
乎
漢
日
、
魏
晉
以
降
、
其
流
逾

廣
」。

（
八
八
）【

沼
】「

池
」
と
同
じ
。
朝
廷
を
指
す
。（
例
）
元
誨
墓
誌
（『
墓
誌
彙
編
』
二
七
三
|
二
七
四
頁
）「
轉
衛
將
軍
中
書
監
。

沼
載
淸
、
王
言
允
穆
」。『
隋
書
』
卷
七
七　

隱
逸　

崔
賾
「
漢
則
馬
遷
、
蕭
望
、
晉
則
裴
楷
、
張
華
、
雞
樹
騰
聲
、

池
播

美
」。

（
八
九
）【
陳
張
】
陳
騫
と
張
華
。
と
も
に
西
晉
王
朝
の
功
臣
。『
晉
書
』
卷
三
五
、
卷
三
六
に
そ
れ
ぞ
れ
立
傳
。

（
九
〇
）【
晉
京
】（
例
）『
文
選
』
卷
二
〇　

潘
岳　

金
谷
集
作
詩
「
朝
發
晉
京
陽
、
夕
次
金
谷

」。
李
善
注
「
晉
京
、
洛
陽
也
」。

（
九
一
）【
南
宮
】
尚
書
省
の
別
稱
。
尚
書
省
は
列
宿
の
南
宮
に
か
た
ど
る
の
で
か
く
い
う
。
定
遠
は

省
尚
書
左
僕
射
、
尚
書
左
僕

射
、

州
尚
書
令
を
歴
任
し
て
い
る
。（
例
）『
後
漢
書
』
列
傳
二
三　

鄭
弘
傳
「
建
初
、
爲
尚
書
令
・
・
・
弘
前
後
所
陳
有
補

益
王
政
者
、
皆
著
之
南
宮
、
以
爲
故
事
」。

（
九
二
）【
北
斗
】
帝
王
の
喩
え
。『
晉
書
』
天
文
志
上
「
北
斗
七
星
在
太
微
北
・
・
・
斗
爲
人
君
之
像
、
號
令
之
主
也
」。

（
九
三
）【
文
昌
】
こ
こ
で
は
尚
書
省
を
指
す
。（
例
）『
藝
文
類
聚
』
卷
四
八　

職
官
部
四　

尚
書
令　

隋
江
總
讓
尚
書
令
表
「
竊
以
天

府
文
昌
萬
方
之
藪
、
天
官
冢
宰
無
所
不
統
」。

（
九
四
）【
鉤
陳
而
虎
盻
】『
百
品
』『
校
注
』
は
「
盻
」
を
「
盼
」
に
作
る
。「
鉤
陳
」
は
後
宮
。（
例
）『
文
選
』
卷
一　

班
固　

西
都

賦
「
周
以
鉤
陳
之
位
、
衛
以
嚴
更
之
署
」。
李
善
注
引
『
樂
汁
圖
』「
鉤
陳
、
後
宮
也
」。「
虎
盻
」
と
い
う
の
は
、
暗
に
恩
倖
和

士
開
ら
と
の
對
立
を
指
し
て
言
う
か
。
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【
⑤
一
四
〜
一
六
行
目　

靑
州
が
諸
州
に
冠
た
る
こ
と
】

　
　
【
訓
讀
】

　

穆
陵
（
九
五
）
よ
り
北
し
、
負
海
（
九
六
）
よ
り
西
す
、
分
は
虛
危
に
屬
し
（
九
七
）、
音
は
角
羽
に
中
た
る
（
九
八
）。
連
衽
は
密
雲
と
暗

さ
を
爭
い
（
九
九
）、
旨
酒
は

流
と
深
さ
を
競
う
（
一
〇
〇
）。
其
鳩
曾
て
茲
の
所
に
樂
し
み
（
一
〇
一
）、
尚
父
經か
つ

て
此
の
域
に
封
ぜ
ら
る

（
一
〇
二
）。
孔
融
の
圍
ま
る
る
や
、
史
慈
、
難
を
都
昌
に
冒
す
（
一
〇
三
）。
袁
譚
の
攻
め
ら
る
る
や
、
王
脩
、
禍
に
高
密
に
赴
く
（
一
〇
四
）。

丹
山
（
一
〇
五
）
を
聳
え
し
め
峭
立
た
り
、
紫
城
（
一
〇
六
）
を
迴
ら
し
鬱
連
た
り
。
燕
を
敗
る
の
勢
（
一
〇
七
）
未
だ
淪
ま
ず
、
漢
を
巨こ
ば

む

の
容
（
一
〇
八
）
尚
お
在
り
。
是
れ
名
岳
（
一
〇
九
）
爲
り
、
實
と
に
諸
蕃
に
冠
た
り
。
刺
を
茲
に
秉
る
に
、
義
は
親
重
（
一
一
〇
）
に
歸
す
。

故
に
能
く
旗
蓋
を
整
えし
ょ
う

闔こ
う

（
一
一
一
）
を
辭
し
、
笳
鐃
を
節
と
と
のえ

（
一
一
二
）
營
丘
（
一
一
三
）
に
下
る
。

　
　
【
現
代
語
譯
】

　
（
靑
州
の
地
は
、）
穆
陵
よ
り
北
、
負
海
よ
り
西
で
あ
る
。
二
十
八
宿
で
は
虛
・
危
に
あ
た
り
、
五
音
で
は
東
北
の
角
・
羽
に
あ
た
る
。

人
の
多
い
こ
と
は
密
集
し
た
濃
い
雲
と
暗
さ
を
爭
う
ほ
ど
で
あ
り
、
美
酒
は

水
と
深
さ
を
競
う
。
爽
鳩
は
か
つ
て
こ
の
地
に
居
し
、
周

の
太
公
望
も
以
前
こ
の
地
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
孔
融
が
賊
に
よ
っ
て
包
圍
さ
れ
た
際
に
は
太
史
慈
が
難
を
冒
し
（
包
圍
を
か
い
く
ぐ
っ
て
孔

融
の
た
め
に
救
援
を
求
め
る
使
者
と
な
っ
）
た
。
袁
譚
が
攻
め
ら
れ
る
と
、
王
脩
は
、
彼
を
助
け
に
高
密
ま
で
到
っ
た
（
と
こ
ろ
で
袁
譚

が
す
で
に
死
ん
だ
こ
と
を
知
っ
た
）。
丹
山
が
そ
び
え
、
け
わ
し
く
そ
ば
立
ち
、
長
城
が
め
ぐ
ら
さ
れ
長
々
と
連
な
っ
て
い
る
。
そ
の
昔
、

齊
の
田
單
が
燕
を
破
っ
た
勢
い
は
い
ま
だ
な
く
な
っ
て
お
ら
ず
、
齊
王
の
田
橫
が
漢
の
劉
邦
の
招
聘
を
拒
ん
だ
威
容
は
な
お
殘
っ
て
い

る
。
こ
の
地
は
名
だ
た
る
藩
で
あ
り
、
諸
藩
の
中
で
も
第
一
で
あ
る
。
こ
の
地
の
刺
史
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
と
し
て
、
帝
に
親
近
し
重
ん
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ぜ
ら
れ
て
い
る
人
物
（
婁
定
遠
）
が
選
ば
れ
た
。
そ
こ
で
定
遠
は
、
旗
や
傘
蓋
を
整
え
、
京
城
に
別
れ
を
告
げ
、
笳
鐃
を
鳴
ら
し
て
營
丘

へ
と
赴
い
た
。

　
　
【
語
釋
】

（
九
五
）【
穆
陵
】
山
東
省
臨
朐
縣
南
、
大
峴
山
の
上
に
あ
る
關
。
左
右
に
長
城
、
書
案
の
二
嶺
が
あ
り
狹
峻
の
地
。
靑
州
の
南
に
位
置

す
る
。

（
九
六
）【
負
海
】『
管
子
』
注
の
解
釋
に
よ
れ
ば
、
四
夷
に
接
す
る
遠
國
の
こ
と
。
碑
文
で
は
特
に
山
東
半
島
東
部
の
邊
境
の
地
を
指

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。『
管
子
』
覇
言
「
以
負
海
攻
負
海
、
中
國
之
形
也
」。
注
「
海
、
晦
也
、
九
夷
八
狄
七
戎
六
蠻
、
謂
之

四
海
。
負
海
謂
遠
國
接
四
夷
者
」。『
戦
国
策
』
齊
策
一
「
齊
西
有
强
趙
、
南
有
韓
魏
、
負
海
之
國
也
。
地
廣
人
衆
、
兵
强
士

勇
、
雖
有
百
秦
、
將
無
奈
我
何
」。『
史
記
』
卷
七
〇　

張
儀
傳
「
齊
西
有
彊
趙
、
南
有
韓
與
梁
。
齊
、
負
海
之
國
也
。
地
廣
民

衆
、
兵
彊
士
勇
、
雖
有
百
秦
、
將
無
奈
齊
何
」。『
史
記
』
卷
一
一
二　

平
津
侯
主
父
傳
「
又
使
天
下
蜚
芻
輓
粟
、
起
於
黃
・

腄
・
琅
邪
負
海
之
郡
、
轉
輸
北
河
」。

（
九
七
）【
分
屬
虛
危
】「
虛
」・「
危
」
は
二
十
八
宿
の
う
ち
北
方
の
星
。
靑
州
に
配
當
さ
れ
る
。『
史
記
』
卷
二
七　

天
官
書
「
虛
・

危
、
靑
州
」。

（
九
八
）【
音
中
角
羽
】
五
音
の
う
ち
角
・
羽
は
そ
れ
ぞ
れ
東
、
北
に
配
當
さ
れ
る
。
靑
州
は
方
角
で
言
え
ば
中
國
の
東
北
部
な
の
で
こ

う
い
う
と
考
え
ら
れ
る
。

（
九
九
）【
連
衽
與
密
雲
爭
暗
】「
連
衽
」
は
、
襟
を
列
ね
る
。
人
が
多
い
さ
ま
。（
出
典
）『
太
平
御
覽
』
卷
三
八
七
所
引　

左
思　

齊
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都
賦
序
「
連
衽
有
雲
覆
之
陰
、
揮
汗
有
雨
洒
之
濡
」。『
戰
國
策
』
齊
策
一
「
蘇
秦
爲
趙
合
從
、
說
齊
宣
王
曰
、
齊
南
有
太
山
、

東
有
琅
邪
、
西
有
淸
河
、
北
有
渤
海
、
此
所
謂
四
塞
之
國
也
。・
・
・
臨
淄
之
途
、
車
轂
擊
、
人
肩
摩
、
連
衽
成
帷
、
舉
袂
成

幕
、
揮
汗
成
雨
、
家
敦
而
富
、
志
高
而
揚
」。「
密
雲
」
は
密
集
し
た
濃
い
雲
。

（
一
〇
〇
）【
旨
酒
共

流
競
深
】（
出
典
）『
左
傳
』
昭
公
十
二
年
「
齊
侯
舉
矢
曰
、
有
酒
如

、
有
肉
如
陵
」。「
旨
酒
」
は
美
酒
、

「

流
」
は

水
の
こ
と
。
今
の
山
東
省
臨
淄
の
西
北
。
古
の
齊
城
外
よ
り
西
北
流
し
、
麻
大
湖
に
注
ぐ
。

（
一
〇
一
）【
其
鳩
曾
樂
於
茲
所
】「
其
鳩
」
は
「
爽
鳩
」。（
出
典
）『
左
傳
』
昭
公
十
二
年
「
晏
子
對
曰
、・
・
・
昔
爽
鳩
氏
始
居
此
地
」。

杜
預
注
「
爽
鳩
氏
、
少
皞
氏
之
司
寇
也
」。

（
一
〇
二
）【
尚
父
經
封
於
此
域
】「
尚
父
」
は
ま
た
「
尚
甫
」
に
つ
く
る
。
周
の
太
公
望
（
呂
尚
）。（
出
典
）『
史
記
』
卷
四　

周
本
紀

「
於
是
封
功
臣
謀
士
、
而
師
尚
父
爲
首
封
、
封
尚
父
於
營
丘
、
曰
齊
」。

（
一
〇
三
）【
孔
融
之
見
圍
也
、
史
慈
冒
難
於
都
昌
】
母
が
孔
融
か
ら
受
け
て
い
た
恩
義
に
報
い
る
た
め
、
太
史
慈
は
都
昌
に
て
黃
巾
賊

に
包
圍
さ
れ
て
い
た
孔
融
を
助
け
、
包
圍
を
か
い
く
ぐ
り
、
劉
備
に
救
援
を
求
め
に
使
い
し
た
故
事
。（
出
典
）『
三
國
志
』
呉

書　

卷
四
九　

太
子
慈
傳
。

（
一
〇
四
）【
袁
譚
之
被
攻
焉
、
王
脩
赴
禍
於
高
密
】（
出
典
）『
三
國
志
』
魏
書　

卷
一
一　

王
脩
傳
「
太
祖
遂
引
軍
攻
譚
于
南
皮
。
脩

時
運
糧
在
樂
安
、
聞
譚
急
、
將
所
領
兵
及
諸
從
事
數
十
人
往
赴
譚
。
至
高
密
、
聞
譚
死
、
下
馬
號
哭
曰
、
無
君
、
焉
歸
。
遂
詣

太
祖
、
乞
收
葬
譚
屍
」。

（
一
〇
五
）【
丹
山
】
今
の
山
東
省
臨
朐
縣
東
北
の
紀
山
。『
水
經
注
』
卷
二
六　

巨
洋
水
「
朱
虛
城
西
有
長
坂
遠
峻
、
名
爲
破
車
峴
。

城
東
北
二
十
里
有
丹
山
。
世
謂
之
凡
山
」。
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（
一
〇
六
）【
紫
城
】「
紫
塞
」
に
は
長
城
の
意
味
あ
り
。『
古
今
注
』
卷
上
に
「
紫
塞
、
秦
築
長
城
、
土
色
皆
紫
、
漢
塞
亦
然
。
故
稱
紫

塞
焉
」
と
あ
る
。

（
一
〇
七
）【
敗
燕
之
勢
】『
史
記
』
卷
八
二　

田
單
列
傳
な
ど
參
照
。
齊
は
燕
に
七
十
餘
城
を
攻
め
取
ら
れ
た
が
、
田
單
は
即
墨
の
城

を
守
り
、
燕
の
兵
を
次
々
と
破
り
、
も
と
の
領
地
を
回
復
し
た
。

（
一
〇
八
）【
巨
漢
之
容
】『
大
村
』『
佛
蹟
』『
魯
』『
百
品
』『
校
注
』
は
「
漢
」
を
「
漠
」
に
作
る
。「
巨
」
は
「
拒
」
に
通
ず
。『
史

記
』
卷
九
四　

田
儋
列
傳
參
照
。
漢
の
劉
邦
は
、
徒
屬
五
百
餘
人
と
と
も
に
島
に
逃
れ
て
い
た
齊
王
田
橫
を
都
に
招
聘
し
よ
う

と
し
た
が
、
田
橫
は
都
へ
の
途
上
で
自
害
し
、
つ
づ
い
て
劉
邦
が
招
こ
う
と
し
た
彼
の
食
客
や
五
百
餘
人
ま
で
み
な
自
害
し
た

故
事
。
劉
邦
は
田
橫
を
王
者
の
禮
に
よ
っ
て
葬
っ
た
。

（
一
〇
九
）【
名
岳
】「
岳
」
は
諸
侯
の
汎
稱
。（
出
典
）『
尚
書
』
堯
典
「
帝
曰
、
咨
四
岳
、
朕
在
位
七
十
載
、
汝
能
庸
命
、
巽
朕
位
。

岳
曰
、
否
德
、
忝
帝
位
」。『
文
選
』
卷
二
四　

潘
岳　

爲
賈
謐
作
贈
陸
機
詩
「
藩
岳
作
鎭
、
輔
我
京
室
」。
呂
延
濟
注
「
藩
岳
、

謂
諸
侯
也
」。

（
一
一
〇
）【
旗
蓋
】
儀
仗
中
の
旗
と
傘
。

（
一
一
一
）【

闔
】
宮
門
、
轉
じ
て
京
城
の
こ
と
。（
例
）『
三
輔
黃
圖
』
漢
宮
「
正
門
曰

闔
、
高
二
十
五
丈
、
亦
曰
璧
門
」。

（
一
一
二
）【
節
笳
鐃
】「
笳
」
は
あ
し
ぶ
え
、「
鐃
」
は
槌
で
打
ち
鳴
ら
す
樂
器
。
と
も
に
軍
中
で
用
い
る
樂
器
。
節
は
た
だ
す
、
と
と

の
え
る
、
ほ
ど
よ
く
す
る
の
意
味
。

（
一
一
三
）【
營
丘
】
太
公
望
が
封
ぜ
ら
れ
た
地
。
今
の
山
東
省
臨
淄
の
北
。（
一
〇
二
）
の
『
史
記
』
の
文
を
參
照
。
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【
⑥
一
六
〜
一
九
行
目　

靑
州
刺
史
と
し
て
の
事
跡
】

　
　
【
訓
讀
】

　

帷
始
め
て
闢
か
る
る
や
鄕
移
り
（
一
一
四
）、
冕
纔
か
に
彰
わ
る
る
や
俗
變
ず
。
三
春
（
一
一
五
）
未
だ
動
か
ず
し
て
、
別
に
春
し
ゅ
ん

飈
ぴ
ょ
う

（
一
一
六
）
を
鼓
ち
、
九
冬
（
一
一
七
）
作う
ご

か
ず
し
て
、
自
ら
冬
景
を
懸
ぐ
。
之
を
齊
と
と
のう

る
に
禮
を
以
て
し
、
之
を
導
び
く
に
德
を
以
て
す

（
一
一
八
）。

大
も
て
先
に
居
せ
し
め
（
一
一
九
）、
威
嚴
も
て
次
後
に
す
。
孤
寡
を
哀
恤
し
、
豪
黠
を
誅
鋤
（
一
二
〇
）
す
。
徭
役
既
に
擯

け
、
奸
軌
斯
ち
逃
ぐ
。
廉
を
持
て
寶
と
作
し
、
目
、
金
玉
を
視
ず
（
一
二
一
）。
財
に
匪
ず
し
て
富
み
（
一
二
二
）、
身
、
詎
ぞ
脂
膏
に
染
ま

ら
ん
（
一
二
三
）。
遂
に
神
雀
（
一
二
四
）
を
し
て
菀
に
集
い
、
災
蝗
を
し
て
域
を
避
け
し
む
（
一
二
五
）。
孝
子
は
順
孫
と

秀
（
一
二
六
）
し
、

節
妻
は
義
士
と
相
い
望
む
。
凡
そ
此
の
如
き
の
流
た
ぐ
い、

抑
そ
も
亦
た
衆
夥
に
し
て
、
備
さ
に
序の

ぶ
る
能
わ
ざ
る
も
、
敢
え
て
復
た
略
言
す
。

假た
と

い
細
侯
の
美
稷
を
行め
ぐ

り
（
一
二
七
）、
孟
堅
の
交
阯
を
案
じ
（
一
二
八
）、
子
虞
の
最
と
區
中
に
稱
さ
れ
（
一
二
九
）、
梁
道
の
法の
り

と
寰
内
に

作な

る
と
も
（
一
三
〇
）、
持
ち
來
り
て
我
に
況
ぶ
れ
ば
、
退
飛
せ
ざ
る
無
し
。

　
　
【
現
代
語
譯
】

　

帷
が
初
め
て
あ
げ
ら
れ
る
と
、
そ
れ
ま
で
敎
に
從
わ
な
か
っ
た
者
が
禮
を
學
び
始
め
、
冠
冕
が
初
め
て
あ
ら
わ
れ
る
と
風
俗
が
變
わ
っ

た
。
春
の
三
ヶ
月
が
た
た
な
い
う
ち
に
春
の
つ
む
じ
風
を
起
こ
し
、
冬
の
九
十
日
を
す
ぎ
な
い
う
ち
に
自
ら
冬
の
太
陽
を
か
か
げ
た
。
禮

に
よ
っ
て
人
々
を
整
え
、
德
に
よ
っ
て
導
い
た
。

大
を
先
と
し
て
威
嚴
を
後
に
し
た
。
孤
兒
寡
婦
を
慰
撫
し
、
強
暴
狡
猾
な
者
を
誅
滅

し
た
。
徭
役
が
な
く
な
り
、
姦
邪
不
法
の
者
が
逃
げ
出
し
た
。
淸
廉
を
寶
と
し
、
金
や
玉
に
は
目
も
く
れ
な
か
っ
た
。
財
に
賴
ら
ず
富
裕

で
あ
り
、
身
は
富
裕
な
地
に
あ
っ
て
も
潔
白
を
保
ち
染
ま
ら
な
か
っ
た
。
つ
い
に
は
、
神
聖
な
雀
が
苑
に
集
ま
り
、
害
を
も
た
ら
す
蝗
が
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こ
の
地
を
避
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
孝
行
の
子
と
孫
が
成
長
し
、
高
節
の
妻
は
高
義
の
士
と
あ
い
望
む
ほ
ど
多
く
な
っ
た
。
お
よ
そ
こ
の

よ
う
な
こ
と
は
多
す
ぎ
て
つ
ぶ
さ
に
は
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
あ
え
て
ま
た
あ
ら
ま
し
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
郭
伋
が
美
稷

の
地
を
巡
行
し
、
賈
琮
が
交
阯
の
地
を
巡
察
し
、
梁
習
が

州
刺
史
と
し
て
天
下
で
治
績
が
第
一
と
稱
え
ら
れ
、
賈
逵
が
豫
州
刺
史
と
し

て
天
下
の
手
本
と
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
、
私
に
比
べ
て
み
れ
ば
、
退
か
な
い
者
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
【
語
釋
】

（
一
一
四
）【
鄕
移
】
鄕
學
を
移
っ
て
習
禮
す
る
こ
と
。
敎
に
從
わ
な
か
っ
た
者
が
禮
を
學
び
始
め
る
。（
出
典
）『
禮
記
』
王
制
「
命
國

之
右
鄕
簡
不
帥
敎
者
移
之
左
、
命
國
之
左
鄕
簡
不
帥
敎
者
移
之
右
」。

（
一
一
五
）【
三
春
】
春
季
の
三
ヶ
月
。
一
月
孟
春
、
二
月
仲
春
、
三
月
季
春
。

（
一
一
六
）【
春
飈
】「
飈
」
は
つ
む
じ
か
ぜ
の
意
味
。

（
一
一
七
）【
九
冬
】
冬
季
。
冬
季
は
九
十
日
な
の
で
か
く
い
う
。

（
一
一
八
）【
齊
之
以
禮
、
導
之
以
德
】（
出
典
）『
論
語
』
爲
政
「
子
曰
、
道
之
以
政
、
齊
之
以
刑
、
民
免
而
無
恥
。
道
之
以
德
、
齊
之

以
禮
、
有
恥
且
格
」。

（
一
一
九
）【
寛
大
居
先
】（
例
）
袁
宏
『
後
漢
紀
』
卷
一
一　

建
初
四
年
「
司
空
第
五
倫
以
爲
、
政
化
之
本
、
宜
以
寛
和
爲
先
」。

（
一
二
〇
）【
誅
鋤
】
ま
た
「
誅
鉏
」
に
も
作
る
。
鋤
に
よ
っ
て
草
茅
を
除
去
す
る
、
轉
じ
て
除
滅
、
誅
滅
す
る
。（
例
）
陸
賈
『
新
語
』

愼
微
「
今
上
無
明
王
聖
主
、
下
無
貞
正
諸
侯
、
誅
鋤
姦
臣
賊
子
之
黨
、
解
釋
疑
滯
紕
繆
之
結
」。

（
一
二
一
）【
目
弗
視
於
金
玉
】（
例
）『
四
十
二
章
經
』
卷
一
「
佛
言
、
吾
視
諸
侯
之
位
如
過
客
、
視
金
玉
之
寶
如
礫
石
、
視

素
之
好
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如
弊
帛
」﹇T17:724a

﹈。

（
一
二
二
）【
匪
財
而
富
】（
出
典
）『
淮
南
子
』
原
道
訓
「
不
待
勢
而
尊
、
不
待
財
而
富
、
不
待
力
而
強
」。

（
一
二
三
）【
身
詎
染
於
脂
膏
】「
脂
膏
」
は
財
富
ま
た
は
、
富
裕
な
地
。（
例
）『
北
堂
書
鈔
』
卷
七
八
所
引　

傅
玄
『
傅
子
』「
劉
鈞
爲

潁
陰
相
、
不
爲
脂
膏
之
染
、
三
年
無
書
與
京
師
」。

（
一
二
四
）【
神
雀
】
瑞
鳥
。（
例
）『
文
選
』
卷
五
一　

王
褒
（
〜
前
六
〇
）　

四
子
講
德
論
「
神
雀
仍
集
、
麒
麟
自
至
」。
劉
良
注
「
神

雀
、
瑞
鳥
」。

（
一
二
五
）【
災
蝗
避
域
】（
例
）『
後
漢
書
』
列
傳
一
五　

卓
茂
傳
「
數
年
、
敎
化
大
行
、
道
不
拾
遺
。
平
帝
時
、
天
下
大
蝗
、
河
南

二
十
餘
縣
皆
被
其
災
、
獨
不
入
密
縣
界
」。

（
一
二
六
）【

秀
】「

」
は
「
叢
」
と
同
じ
。
聚
集
・
叢
生
。「
秀
」
は
實
る
、
成
長
す
る
な
ど
の
意
。

（
一
二
七
）【
細
侯
之
行
美
稷
】（
出
典
）『
後
漢
書
』
列
傳
二
一　

郭
伋
傳
「
郭
伋
字
細
侯
、
扶
風
茂
陵
人
也
。・
・
・
帝
以
盧
芳
據
北

土
、
乃
調
伋
爲

州
牧
。・
・
・
始
至
行
部
、
到
西
河
美
稷
、
有
童
兒
數
百
、
各
騎
竹
馬
、
道
次
迎
拜
。
伋
問
、
兒
曹
何
自
遠

來
。
對
曰
、
聞
使
君
到
、
喜
、
故
來
奉
迎
。
伋
辭
謝
之
。
及
事
訖
、
諸
兒
復
送
至
郭
外
、
問
、
使
君
何
日
當
還
。
伋
謂
別
駕
從

事
、
計
日
告
之
。
行
部
既
還
、
先
期
一
日
、
伋
爲
違
信
於
諸
兒
、
遂
止
于
野
亭
、
須
期
乃
入
」。

（
一
二
八
）【
孟
堅
之
案
交
阯
】（
出
典
）『
後
漢
書
』
列
傳
二
一　

賈
琮
傳
「
賈
琮
字
孟
堅
、
東
郡
聊
城
人
也
。・
・
・
中
平
元
年
、
交

阯
屯
兵
反
、
執
刺
史
及
合
浦
太
守
、
自
稱
「
柱
天
將
軍
」。
靈
帝
特
敕
三
府
精
選
能
吏
、
有
司
舉
琮
爲
交
阯
刺
史
。
琮
到
部
、

訊
其
反
狀
、
咸
言
賦
斂
過
重
、
百
姓
莫
不
空
單
、
京
師
遙
遠
、
告
冤
無
所
、
民
不
聊
生
、
故
聚
爲
盜
賊
。
琮
即
移
書
告
示
、
各

使
安
其
資
業
、
招
撫
荒
散
、

復
傜
役
、
誅
斬
渠
帥
爲
大
害
者
、
簡
選
良
吏
試
守
諸
縣
、
歳
閒
蕩
定
、
百
姓
以
安
。
巷
路
爲
之
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歌
曰
、
賈
父
來
晚
、
使
我
先
反
、
今
見
淸
平
、
吏
不
敢
飯
。
在
事
三
年
、
爲
十
三
州
最
、
徴
拜
議
郎
」。

（
一
二
九
）【
子
虞
稱
最
於
區
中
】（
出
典
）『
三
國
志
』
魏
書　

卷
一
五 

梁
習
傳
「
梁
習
字
子
虞
、
陳
郡
柘
人
也
、・
・
・

土
新
附
、

習
以
別
部
司
馬
領

州
刺
史
。・
・
・
政
治
常
爲
天
下
最
」。

（
一
三
〇
）【
梁
道
作
法
於
寰
内
】（
出
典
）『
三
國
志
』
魏
書　

卷
一
五 

賈
逵
傳
「
賈
逵
字
梁
道
、
河
東
襄
陵
人
也
。・
・
・
至

、
以

逵
爲
豫
州
刺
史
。・
・
・
考
竟
其
二
千
石
以
下
阿
縱
不
如
法
者
、
皆
舉
奏
免
之
。
帝
曰
、
逵
眞
刺
史
矣
。
布
告
天
下
、
當
以
豫

州
爲
法
」。

　
　
　
　
【
⑦
一
九
〜
二
〇
行
目　

彌
陀
の
願
】

　
　
【
訓
讀
】

　

兼
ね
て
憤
然
と
し
て
嘆
を
興
す
こ
と
、
羊
公
の
峴
に
陟の
ぼ

る
に
類
し
（
一
三
一
）、
喟
然
と
し
て
感
を
垂
る
る
こ
と
、
孔
父
の
川
に
臨
む
に

切ち
か

し
（
一
三
二
）。
此
の
有
の
拘と
ど

め
難
き
を
悲
し
み
、
茲
の
生
の
滅
し
易
き
を
慨
く
。
常
住
の
因
（
一
三
三
）
遂
に
植
え
ら
れ
、
彌
陀
の
願

（
一
三
四
）
仍
り
て
起
こ
る
。
故も
と

よ
り
海
岱
（
一
三
五
）
の
閒
、
凡
そ
諸
の
福
地
、
傾
蓋
（
一
三
六
）
せ
ざ
る
な
く
、
悉
く
慇
誠
を
展
ぶ
。
是

に
於
て
民
吏
規の
り

を
承
け
（
一
三
七
）、
事
、
捨
し
難
く
し
て
能
く
捨
し
（
一
三
八
）、
表
裏
化
を
蒙
り
、
業
、
行
い
難
く
し
て
遂
行
す
（
一
三
九
）。

何
ぞ
草
の
風
に
逐
し
た
がい

て
低た

れ
（
一
四
〇
）、
水
の
壺
に
從
い
て
變
ず
る
（
一
四
一
）
に
異
な
ら
ん
。
僧
寶
因
り
て
再
び
盛
え
、
佛
日
由
り
て
更

に
懸
げ
ら
る
。
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【
現
代
語
譯
】

　

ま
た
、
憤
然
と
し
て
慨
嘆
す
る
こ
と
、
羊
祜
が
峴
山
に
登
っ
た
こ
と
に
似
て
お
り
、
嘆
息
し
て
感
嘆
す
る
こ
と
、
孔
子
が
川
に
臨
ん
だ

こ
と
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
世
の
あ
ら
ゆ
る
存
在
が
留
め
難
い
こ
と
を
悲
し
み
、
こ
の
生
が
滅
し
や
す
い
こ
と
を
歎
く
。
か

く
し
て
常
住
の
因
が
植
え
ら
れ
、
阿
彌
陀
佛
の
願
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
靑
州
の
す
べ
て
の
福
地
に
お
い
て
人
々
は
出
會
う
と
た
が

い
に
語
り
合
っ
て
、
み
な
眞
心
を
表
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
人
民
や
官
吏
は
敎
え
を
承
け
、
捨
て
が
た
い
も
の
を
よ
く
喜
捨
し
、
内
外
が

敎
化
を
蒙
り
、
行
う
こ
と
が
難
し
い
こ
と
を
よ
く
行
っ
た
。
こ
れ
は
草
が
風
に
な
び
い
て
垂
れ
、
水
が
壺
の
形
に
從
っ
て
變
形
す
る
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。
僧
寶
は
再
び
盛
ん
と
な
り
、
佛
日
も
再
び
高
く
か
か
げ
ら
れ
た
。

　
　
【
語
釋
】

（
一
三
一
）【
類
羊
公
之
陟
峴
】「
羊
公
」
は
西
晉
の
羊
祜
（
泰
山
南
城
の
人
）、「
峴
」（
峴
山
）
は
今
の
湖
北
省
襄
樊
市
襄
陽
區
の
南
。

峴
首
山
と
も
い
う
。
東
は
漢
水
に
臨
み
、
襄
陽
の
南
の
要
塞
。
羊
祜
が
峴
山
に
登
り
、
時
が
た
て
ば
自
ら
の
名
が
忘
れ
ら
れ
て

し
ま
う
こ
と
を
慨
嘆
し
た
故
事
。（
出
典
）『
晉
書
』
卷
三
四　

羊
祜
傳
「
祜
樂
山
水
、
每
風
景
、
必
造
峴
山
、
置
酒
言
詠
、
終

日
不
倦
。
嘗
慨
然
歎
息
、
顧
謂
從
事
中
郎
鄒
湛
等
曰
、
自
有
宇
宙
、
便
有
此
山
。
由
來
賢
達
勝
士
、
登
此
遠
望
、
如
我
與
卿
者

多
矣
。
皆
湮
滅
無
聞
、
使
人
悲
傷
。
如
百
歳
後
有
知
、
魂
魄
猶
應
登
此
也
。
湛
曰
、
公
德
冠
四
海
、
道
嗣
前
哲
、
令
聞
令
望
、

必
與
此
山
倶
傳
。
至
若
湛
輩
、
乃
當
如
公
言
耳
」。

（
一
三
二
）【
切
孔
父
之
臨
川
】『
百
品
』
は
「
切
」
を
「
忉
」
に
作
る
。（
出
典
）『
論
語
』
子
罕
「
子
在
川
上
曰
、
逝
者
如
斯
夫
、
不

舎
晝
夜
」。
疏
「
此
章
記
孔
子
感
歎
時
事
既
往
、
不
可
追
復
也
」。
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（
一
三
三
）【
常
住
之
因
】（
例
）『
涅
槃
經
集
解
』
卷
四　

純
陀
品
「
僧
宗
曰
、
經
之
五
別
、
此
下
兩
品
是
第
二
開
宗
、
明
常
住
因
果

也
。
通
分
爲
三
段
。
第
一
因
施
以
明
常
。
亦
曰
因
請
受
供
以
明
常
也
。
從
品
初
訖
釋
梵
諸
天
等
悉
來
供
養
我
也
。
第
二
因
請
以

明
常
。
從
一
切
諸
世
閒
悉
生
大
苦
惱
訖
瑠
璃
珠
譬
也
。
第
三
因
會
通
以
明
常
。
即
新
舊
醫
譬
也
」﹇T37:389a

﹈、
同
卷
二
八 

聖
行
品
「
以
大
乘
常
住
之
因
爲
道
」﹇T37:480a

﹈。

（
一
三
四
）【
彌
陀
之
願
】
彌
陀
の
願
と
い
え
ば
、
阿
彌
陀
佛
が
因
位
の
法
藏
菩
薩
で
あ
っ
た
と
き
、
世
自
在
王
佛
の
も
と
で
建
立
し
た

四
十
八
の
願
（『
無
量
壽
經
』
卷
上
）
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
阿
彌
陀
佛
に
見
え
る
こ
と
を
願
う
、
あ
る
い
は
、
阿
彌

陀
佛
の
造
像
を
願
う
と
い
う
意
味
で
も
解
釋
で
き
よ
う
。

（
一
三
五
）【
海
岱
】
今
の
山
東
省
渤
海
か
ら
泰
山
に
至
る
閒
の
地
帶
。
靑
州
。（
出
典
）『
尚
書
』
禹
貢
「
海
岱
惟
靑
州
」。
孔
傳
「
東

北
據
海
、
西
南
距
岱
」。

（
一
三
六
）【
傾
蓋
】
偶
々
道
で
出
會
い
、
互
い
に
車
蓋
を
接
近
さ
せ
て
相
語
る
。
一
見
し
て
相
親
し
む
こ
と
。（
例
）『
孔
子
家
語
』
致

思
「
孔
子
之

、
遭
程
子
於
塗
、
傾
蓋
而
語
終
日
、
甚
相
親
」。

（
一
三
七
）【
承
規
】（
例
）『
文
選
』
卷
二
〇　

陸
機　

皇
太
子
讌
玄
圃
宣
猷
堂
有
令
賦
詩
「
體
輝
重
光
、
承
規
景
數
」。

（
一
三
八
）【
難
捨
而
能
捨
】（
例
）『
大
方
便
佛
報
恩
經
』
孝
養
品
「
爾
時
、
天
王
釋
問
太
子
言
、「
汝
是
難
捨
能
捨
、
身
體
血
肉
供
養

父
母
。
如
是
功
德
爲
願
生
天
作
魔
王
、
梵
王
、
天
王
、
人
王
、
轉
輪
聖
王
」﹇T3:129c

﹈。

（
一
三
九
）【
難
行
而
遂
行
】（
例
）『
注
維
摩
詰
經
』
佛
國
品
「
隨
其
心
淨
則
一
切
功
德
淨
」。
注
「（
羅
）
什
曰
、・
・
・
遇
善
斯
行
則

難
行
能
行
。
難
行
能
行
故
能
如
所
說
行
。
如
所
說
行
則
萬
善
兼
具
。
萬
善
兼
具
故
能
迴
向
佛
道
」﹇T38:337a

﹈。

（
一
四
〇
）【
草
逐
風
低
】（
出
典
）『
論
語
』
顏
淵
「
君
子
之
徳
風
也
、
小
人
之
徳
草
也
、
草
上
之
風
必
偃
」。
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（
一
四
一
）【
水
從
壺
變
】（
例
）『
劉
子
』
從
化
「
人
之
從
君
、
如
草
之
從
風
、
水
之
從
器
」。

　
　
　
　
【
⑧
二
〇
〜
二
四
行
目　

南
陽
寺
に
て
無
量
壽
像
を
造
る
】

　
　
【
訓
讀
】

　

南
陽
寺
は
乃
ち
正
東
（
一
四
二
）
の
甲
寺
な
り
。
既
に
左
は
か
ん
か
い

（
一
四
三
）
に
通
じ
、
亦
た
右
は
㵎
谷
（
一
四
四
）
に
憑
る
。
前
み
て
は

磐
（
一
四
五
）
を
望
み
、
却
き
て
は
泚
濔
（
一
四
六
）
に
隣
す
。
層
圖
は
湧
塔
（
一
四
七
）
に
邁ま
さ

り
、
秘
宇
は
化
宮
（
一
四
八
）
に
齊
し
。
須

達
を
し
て
其
の
經
啓
を
羡
み
（
一
四
九
）、
延
壽
を
し
て
其
の
賦
頌
を
韜つ
つ

ま
し
む
る
（
一
五
〇
）
に
足
る
。
感
致
（
一
五
一
）
の
極
、
與
に
先

を
爭
う
莫
し
。
果
し
て
輪
輿
を
屈
し
、
頻
り
に
禮
謁
を
脩
む
、
香
甫
め
て
燃
え
て
霧
作お
こ

り
、
花
劣わ
ず

か
に
飛
び
て
霰
あ
ら
れ

下
る
。
遂
に
此
の
所

に
於
い
て
、
爰
に
佛
事
を
營
み
、
无
量
壽
像
一
區
、
高
さ
三
丈
九
尺
を
制
し
、

び
に
觀
世
音
・
大
勢
至
二
大
士
を
造
り
焉
に
俠
侍
せ
し

む
。
庶
わ
く
は
國
道
、
華
胥
（
一
五
二
）
と
高
さ
を
競
い
、
帝
業
、
虛
空
と
壯
を
比
べ
、
含
靈
賦
命
、
盡
く
優
花
（
一
五
三
）
を
植
え
ん
こ

と
を
。
乃
ち
具
す
る
に
三
心
（
一
五
四
）
を
以
て
し
、
成
す
に
百
寶
（
一
五
五
）
を
之も
っ

て
す
。
白
銀
の
麗
、
咸
く
冩
し
、
紫
金
の
妙
、
畢
く

圖
く
（
一
五
六
）。
豪
は
五
嶺
の
旋
る
が
如
く
（
一
五
七
）、
之
に
即
け
ば
便
ち
覿ま
み

ゆ
る
が
ご
と
し
。
目
は
四
溟
の
潔
に
似
（
一
五
八
）、
之
を

驗
す
れ
ば
猶
お
在
す
が
ご
と
し
。

楞
の
寶
冠
、
左
に
帶
び
て
耀
を
馳
せ
（
一
五
九
）、
鉢
摩
の
肉
髻
、
右
に
據
り
て
光
を
飛
ば
す

（
一
六
〇
）。
望
舒
（
一
六
一
）
の
は
る

か
に
星
中
に
處
し
、
須
彌
の
孤
り
海
外
に
映
ず
る
こ
と
、
僅
か
に
此
に
方
ぶ
る
に
堪
う
、
何
を
以
て
茲

に
尚ま
さ

ら
ん
（
一
六
二
）。
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【
現
代
語
譯
】

　

南
陽
寺
は
靑
州
第
一
の
寺
で
あ
る
。
左
（
東
）
は
市
街
に
通
じ
、
右
（
西
）
は
溪
谷
に
接
し
て
い
る
。
前
（
南
）
は
そ
び
え
た
っ
た
山

崖
を
望
み
、
後
ろ
（
北
）
は
淸
ら
か
な
河
に
隣
接
す
る
。
佛
塔
は
地
か
ら
湧
出
す
る
多
寶
塔
に
も
ま
さ
り
、
佛
殿
は
化
作
さ
れ
た
宮
殿
に

も
等
し
い
。
須
達
長
者
が
そ
の
建
築
を
羨
み
、
王
延
壽
が
そ
の
賦
頌
を
隱
し
て
し
ま
う
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
人
を
感
動
さ
せ
引
き
寄
せ
る

極
致
で
あ
る
こ
と
、
な
ら
び
爭
う
も
の
が
な
い
の
で
あ
る
。
果
た
し
て
人
々
は
車
を
止
め
、
頻
繁
に
禮
拜
を
行
い
、
香
が
燃
え
る
と
霧
が

お
こ
り
、
花
が
舞
い
上
が
る
と
霰
が
降
る
。
か
く
し
て
こ
の
地
に
佛
事
を
興
し
、
高
さ
三
丈
九
尺
の
無
量
壽
像
を
造
り
、
觀
世
音
・
大
勢

至
二
菩
薩
を
脇
侍
と
し
た
。
願
わ
く
は
、
國
家
が
華
胥
の
よ
う
な
理
想
國
と
優
劣
を
競
い
、
皇
帝
の
業
が
虛
空
と
壯
大
さ
を
競
い
、
生
き

と
し
生
け
る
も
の
が
、
み
な
優
曇
華
を
植
え
ま
す
よ
う
に
。
そ
こ
で
（『
觀
無
量
壽
經
』
に
い
う
上
品
上
生
の
者
が
持
つ
）
三
心
を
心
に

備
え
、
百
寶
に
よ
っ
て
造
る
の
で
あ
る
。
白
銀
の
麗
し
さ
も
こ
と
ご
と
く
描
寫
し
、
紫
金
の
精
妙
さ
も
す
べ
て
え
が
く
。
眉
閒
の
白
毫
は

五
山
が
旋
轉
す
る
よ
う
で
あ
り
、
近
づ
け
ば
ほ
ん
と
う
の
佛
に
對
面
し
た
ご
と
く
で
あ
る
。
目
は
四
大
海
の
淸
ら
か
な
ご
と
く
で
あ
り
、

よ
く
見
れ
ば
ま
る
で
佛
が
そ
の
場
に
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
佛
の
左
側
に
は
毘
楞
伽
摩
尼
寶
の
冠
（
を
つ
け
た
觀
世
音
菩
薩
）
が
輝
き

を
放
っ
て
お
り
、
右
側
に
は
鉢
頭
摩
花
の
よ
う
な
肉
髻
（
を
有
す
る
大
勢
至
菩
薩
）
が
光
を
放
っ
て
い
る
。
月
が
遠
く
多
く
の
星
の
中
に

位
置
し
、
須
彌
山
が
ひ
と
り
海
外
に
映
え
て
い
る
こ
と
で
よ
う
や
く
こ
れ
に
比
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
ま
さ
る
も
の
は

な
い
の
で
あ
る
。

　
　
【
語
釋
】

（
一
四
二
）【
正
東
】（
出
典
）『
周
禮
』
夏
官
司
馬　

職
方
氏
「
正
東
曰
靑
州
」。
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（
一
四
三
）【

】
市
の
垣
と
門
。
轉
じ
て
、
市
街
。（
例
）『
文
選
』
卷
六　

左
思　

魏
都
賦
「
班
列
肆
以
兼
羅
、
設

以
襟
帶
」。

呂
向
注
「

、
市
中
巷
繞
市
、
如
衣
之
襟
帶
然
」。

（
一
四
四
）【
㵎
谷
】
溪
澗
山
谷
。（
例
）『
梁
書
』
卷
五
一　

處
士
傳　

陶
弘
景
傳
「
毎
經
澗
谷
、
必
坐
臥
其
閒
、
吟
詠
盤
桓
、
不
能
已

已
」。

（
一
四
五
）【

磐
】「

」
は
山
が
そ
ば
だ
つ
、
獨
り
拔
き
ん
で
る
樣
。「
磐
」
は
大
き
い
巖
。

（
一
四
六
）【
泚
濔
】（
例
）『
毛
詩
』
國
風　

　

新
臺
「
新
臺
有
泚
、
河
水
瀰
瀰
」。
鄭
玄
箋
「
泚
、
鮮
明
貌
。
瀰
瀰
、
盛
貌
」。

（
一
四
七
）【
湧
塔
】
多
寶
塔
。（
出
典
）『
法
華
經
』
見
寶
塔
品
。（
例
）
智
顗
『
法
華
三
昧
懺
儀
』
卷
一
「
一
心
奉
請
南
無
過
去
多
寶

世
尊
（
即
應
心
想
、
多
寶
佛
塔
從
地
涌
出
、
影
現
道
場
、
受
我
供
養
）」﹇T46:950c

﹈。

（
一
四
八
）【
化
宮
】
化
作
さ
れ
た
宮
殿
。
具
體
的
に
は
龍
宮
の
こ
と
か
。
東
魏
興
和
二
年
廉
富
義
造
像
記
（『
魯
』
第
二
帙
第
二
册

二
八
三
頁
）
に
は
序
文
に
「
永
離
八
難
、
共
昇
化
宮
」
と
あ
り
銘
に
「
超
離
八
難
、
昇
彼
龍
宮
」
と
あ
る
。

（
一
四
九
）【
須
達
羡
其
經
啓
】
須
達
は
祇
園
精
舍
を
造
り
、
釋
迦
に
施
し
た
長
者
と
し
て
有
名
。「
經
啓
」
は
治
め
ひ
ら
く
。（
例
）

『
左
傳
』「
經
啓
九
道
」
杜
預
注
「
啓
開
九
州
之
道
」。『
涅
槃
經
』
師
子
吼
品
「
須
達
長
者
七
日
之
中
成
立
大
房
足
三
百
口
。
禪

房
靜
處
六
十
三
所
。
冬
室
夏
堂
各
各
別
異
。
厨
坊
浴
室
洗
脚
之
處
。
大
小
圊
廁
無
不
備
足
。
所
設
已
訖
、
即
執
香
鑪
向
王
舍
城

遙
作
是
言
、「
所
設
已
辦
、
惟
願
如
來
、
慈
哀
憐
愍
爲
諸
衆
生
受
是
住
處
」。
我
時
玄
知
是
長
者
心
、
即
與
大
衆
發
王
舍
城
、
譬

如
壯
士
屈
伸
臂
頃
、
至
舍
衛
城
祇
陀
園
林
須
達
精
舍
。
我
既
到
已
、
須
達
長
者
以
其
所
設
奉
施
於
我
。
我
時
受
已
即
住
其
中
」

﹇T12:541b

﹈。

（
一
五
〇
）【
延
壽
韜
其
賦
頌
】（
出
典
）『
後
漢
書
』
列
傳
七
〇
上　

王
延
壽
傳
「
子
延
壽
、
字
文
考
、
有
俊
才
。
少
遊
魯
國
、
作
靈
光
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殿
賦
。
後
蔡
邕
亦
造
此
賦
、
未
成
、
及
見
延
壽
所
爲
、
甚
奇
之
、
遂
輟
翰
而
已
」。

（
一
五
一
）【
感
致
】
感
動
さ
せ
人
を
引
き
寄
せ
る
。（
例
）『
後
漢
書
』
列
傳
七
三　

逸
民
列
傳
序
「
是
以
堯
稱
則
天
、
不
屈
潁
陽
之

高
、
武
盡
美
矣
、
終
全
孤
竹
之

。
自
茲
以
降
、
風
流
彌
繁
、
長
往
之
軌
未
殊
、
而
感
致
之
數
匪
一
」。

（
一
五
二
）【
華
胥
】
黃
帝
が
夢
で
訪
れ
た
安
樂
平
和
な
理
想
的
國
家
。（
出
典
）『
列
子
』
黃
帝
「（
黃
帝
）
晝
寢
、
而
夢
遊
於
華
胥
氏

之
國
。
華
胥
氏
之
國
在
弇
州
之
西
、
台
州
之
北
、
不
知
斯
齊
國
幾
千
萬
里
。（
張
湛
注
、
斯
、
離
也
。
齊
、
中
也
。）
蓋
非
舟
車

足
力
之
所
及
、
神
遊
而
已
。
其
國
無
師
長
、
自
然
而
已
。
其
民
無
嗜
欲
、
自
然
而
已
。
不
知
樂
生
、
不
知
惡
死
、
故
無
夭
殤
。

不
知
親
己
、
不
知
疏
物
、
故
無
愛
憎
」。

（
一
五
三
）【
優
花
】
優
曇
華
（
優
曇
鉢
華
）
の
こ
と
。（
例
）
智
顗
『
妙
法
蓮
華
經
文
句
』
卷
四
上　

釋
方
便
品
「
優
曇
花
者
、
此
言

靈
瑞
。
三
千
年
一
現
。
現
則
金
輪
王
出
」﹇T34:49b

﹈。

（
一
五
四
）【
三
心
】（
出
典
）『
觀
無
量
壽
經
』「
佛
告
阿
難
及
韋
提
希
。
上
品
上
生
者
、
若
有
衆
生
願
生
彼
國
者
、
發
三
種
心
即
便
往

生
。
何
等
爲
三
。
一
者
至
誠
心
。
二
者
深
心
。
三
者
迴
向
發
願
心
。
具
三
心
者
必
生
彼
國
」﹇T12:344c

﹈。

（
一
五
五
）【
百
寶
】
各
種
の
珍
寶
。（
例
）『
觀
無
量
壽
經
』「
佛
從
耆
闍
崛
山
沒
、
於
王
宮
出
。
時
韋
提
希
禮
已
舉
頭
、
見
世
尊
釋
迦

牟
尼
佛
、
身
紫
金
色
、
坐
百
寶
蓮
華
」﹇T12:341b
﹈。
同
「
次
作
水
想
。・
・
・
下
有
金
剛
七
寶
金
幢
、
擎
琉
璃
地
。
其
幢
八

方
、
八
楞
具
足
。
一
一
方
面
百
寶
所
成
。・
・
・
樓
閣
千
萬
百
寶
合
成
」﹇T12:342a

﹈。

（
一
五
六
）【
白
銀
之
麗
咸
寫
、
紫
金
之
妙
畢
圖
】
白
銀
と
紫
金
の
組
み
合
わ
せ
は
『
無
量
壽
經
』
卷
上
「
或
有
寶
樹
。
紫
金
爲
本
。
白

銀
爲
莖
。
琉
璃
爲
枝
。
水
精
爲
條
。
珊
瑚
爲
葉
。
瑪
瑙
爲
華
。
車
磲
爲
實
」﹇T12:270c

﹈
な
ど
に
み
え
る
。

（
一
五
七
）【
豪
如
五
嶺
之
旋
】（
出
典
）『
觀
無
量
壽
經
』「
次
當
更
觀
無
量
壽
佛
身
相
光
明
。
阿
難
當
知
、
無
量
壽
佛
身
如
百
千
萬
億
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夜
摩
天
閻
浮
檀
金
色
。
佛
身
高
六
十
萬
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
。
眉
閒
白
毫
右
旋
宛
轉
如
五
須
彌
山
。
佛
眼
淸
淨
如
四
大
海
水

淸
白
分
明
」﹇T12:343b

﹈。

（
一
五
八
）【
目
似
四
溟
之
潔
】「
四
溟
」
は
、
四
冥
に
も
作
る
。
四
海
。（
例
）『
文
選
』
卷
二
九　

張
協　

雜
詩
十
首
「
雲
根
臨
八
極
、

雨
足
灑
四
溟
」。
李
善
注
「
四
溟
、
四
海
也
」。
出
典
は
前
注
參
照
。

（
一
五
九
）【

楞
寶
冠
帶
左
而
馳
耀
】（
出
典
）『
觀
無
量
壽
經
』「
次
當
想
佛
。・
・
・
想
一
觀
世
音
菩
薩
像
坐
左
華
座
。
亦
放
金
光
如

前
無
異
。
想
一
大
勢
至
菩
薩
像
坐
右
華
座
。
此
想
成
時
、
佛
菩
薩
像
皆
放
妙
光
」﹇T12:343b

﹈。
同
「
次
亦
應
觀
觀
世
音
菩

薩
。
此
菩
薩
身
長
八
十
億
那
由
他
由
旬
。
身
紫
金
色
。
頂
有
肉
髻
、
項
有
圓
光
。
面
各
百
千
由
旬
。
其
圓
光
中
有
五
百
化
佛
、

如
釋
迦
牟
尼
。
一
一
化
佛
有
五
百
菩
薩
無
量
諸
天
、
以
爲
侍
者
。
舉
身
光
中
、
五
道
衆
生
一
切
色
相
皆
於
中
現
。
頂
上
毘
楞
伽

摩
尼
寶
、
以
爲
天
冠
。
其
天
冠
中
有
一
立
化
佛
、
高
二
十
五
由
旬
。
觀
世
音
菩
薩
面
如
閻
浮
檀
金
色
。
眉
閒
毫
相
備
七
寶
色
、

流
出
八
萬
四
千
種
光
明
。
一
一
光
明
有
無
量
無
數
百
千
化
佛
」﹇T12:343c

﹈。

（
一
六
〇
）【
鉢
摩
肉
髻
據
右
而
飛
光
】「
肉
」
の
字
は
拓
本
で
は
缺
損
し
て
い
る
。『
靑
州
』『
山
東
』
は
「
穴
」、『
萃
』
は
□
、『
益

記
』『
山
左
』『
大
村
』『
佛
蹟
』『
魯
』『
校
注
』
は
「

」
に
作
る
。『
百
品
』
で
は
、「
突
」
と
す
る
が
、「

」
は
「
肉
」
の

異
體
字
。（
出
典
）『
觀
無
量
壽
經
』「
次
觀
大
勢
至
菩
薩
。
此
菩
薩
身
量
大
小
亦
如
觀
世
音
。・
・
・
此
菩
薩
天
冠
有
五
百
寶
蓮

華
。
一
一
寶
華
有
五
百
寶
臺
。
一
一
臺
中
、
十
方
諸
佛
淨
妙
國
土
廣
長
之
相
皆
於
中
現
。
頂
上
肉
髻
如
鉢
頭
摩
花
。
於
肉
髻
上

有
一
寶
瓶
、
盛
諸
光
明
、
普
現
佛
事
。
餘
諸
身
相
如
觀
世
音
等
無
有
異
」﹇T12:344ab

﹈。

（
一
六
一
）【
望
舒
】
月
の
こ
と
。（
例
）『
後
漢
書
』
列
傳
五
〇
下　

蔡
邕
傳
「
元
首

則
望
舒
朓
、
侯
王
肅
則
月
側
匿
」。
李
賢
注

「
望
舒
、
月
也
。
尚
書
大
傳
曰
、
晦
而
月
見
西
方
、
謂
久
朓
。
朔
而
月
見
東
方
、
謂
之
側
匿
」。
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（
一
六
二
）【
何
以
尚
茲
】「
尚
」
は
ま
さ
る
、
凌
駕
す
る
の
意
味
。（
例
）『
漢
書
』
卷
九
六
下　

西
域
傳
贊
「
聖
上
遠
覽
古
今
、
因
時

之
宜
、
羇
縻
不
絶
、
辭
而
未
許
。
雖
大
禹
之
序
西
戎
、
周
公
之
讓
白
雉
、
太
宗
之
卻
走
馬
、
義
兼
之
矣
、
亦
何
以
尚
茲
」。

　
　
　
　
【
⑨
二
四
〜
二
五
行
目　

州
の
屬
僚
】

　
　
【
訓
讀
】

　

時
に
長
史
解
叔
寶
、
司
馬
李
元
驥
、
別
駕
宇
文
幼
鸞
、
治
中
崔
文
惠
、
及
び
諸
の
僚
佐
等
（
一
六
三
）、
竝
び
に
下
莚
に

□
し
、
高
義

に
贊
成
す
る
こ
と
、
鱗
波
（
一
六
四
）
の
遞
か
に
得
る
が
状ご
と

く
、
風
毛
（
一
六
五
）
の
互
い
に
擧
ぐ
る
よ
り
劇
は
な
は
だし

。
炎
涼
（
一
六
六
）
の
遽
か

に
徙
り
、
縑
竹
の
存
し
難
き
を
恐
れ
、
便
ち
美
を
貞
石
に
勒
し
、
乾
坤
に
永
永
た
ら
ん
こ
と
（
一
六
七
）
を
庶
う
。
迺
ち
銘
を
作
り
て
曰

わ
く
、

　
　
【
現
代
語
譯
】

　

時
に
長
史
解
叔
寶
、
司
馬
李
元
驥
、
別
駕
宇
文
幼
鸞
、
治
中
崔
文
惠
、
及
び
諸
僚
佐
た
ち
は
、
み
な
下
席
に
て
・
・
・
し
、
崇
高
な
義

に
贊
成
す
る
こ
と
、
鱗
の
よ
う
な
波
が
次
々
と
現
れ
る
よ
う
で
あ
り
、
鳥
毛
が
風
で
飛
び
散
る
の
に
も
ま
さ
っ
て
い
る
。
暑
さ
と
涼
し
さ

が
に
わ
か
に
移
り
、
竹
帛
が
保
存
さ
れ
に
く
い
の
を
恐
れ
、
善
事
を
碑
石
に
刻
み
、
天
地
と
と
も
に
永
久
で
あ
る
こ
と
を
願
う
。
そ
こ
で

銘
を
つ
く
っ
て
い
う
、
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【
語
釋
】

（
一
六
三
）【
長
史
・
・
・
諸
僚
佐
等
】
州
の
屬
僚
は
軍
事
系
統
（
府
佐
）
と
行
政
系
統
（
州
佐
）
の
二
系
統
に
分
か
れ
る
。
長
史
、
司

馬
は
府
佐
、
別
駕
、
治
中
は
州
佐
。

（
一
六
四
）【
鱗
波
】
魚
の
鱗
の
よ
う
な
波
紋
。
次
々
と
あ
ら
わ
れ
る
形
容
。

（
一
六
五
）【
風
毛
】
狩
獵
の
時
、
鳥
の
毛
が
風
に
よ
っ
て
飛
び
ち
る
。
鳥
を
得
る
こ
と
の
多
き
を
い
う
。（
出
典
）『
文
選
』
卷
一　

班

固　

西
都
賦
「
風
毛
雨
血
、
灑
野
蔽
天
」。
張
銑
注
「
風
毛
雨
血
言
毛
血
雜
下
如
風
雨
」。

（
一
六
六
）【
炎
涼
】
暑
い
こ
と
と
涼
し
い
こ
と
、
轉
じ
て
世
態
の
變
遷
、
榮
枯
盛
衰
を
い
う
。（
例
）『
玉
臺
新
詠
』
卷
七　

梁　

簡
文

帝　

戲
作
謝
惠
連
體
十
三
韻
「
含
涕
坐
度
日
、
俄
頃
變
炎
涼
」。

（
一
六
七
）【
永
永
於
乾
坤
】（
例
）『
續
漢
書
』
禮
儀
志
上　

劉
昭
注
引
『
博
物
記
』
曰
、「
孝
昭
帝
冠
辭
曰
、
六
合
之
内
、
靡
不
蒙
德
、

永
永
與
天
無
極
」。

　
　
　
　
【
⑩
二
六
〜
二
九
行
目　

銘
】

　
　
【
訓
讀
】

　

駛
河
（
一
六
八
）
測
り
難
く
、
暗
海
（
一
六
九
）
无
邊
た
り
、
津
梁
（
一
七
〇
）
起
こ
る
莫
く
、
燈
燭
誰
か
燃
や
さ
ん
。
念
念
住
ま
ら
ず
、

苦
苦
相
い
沿
い
、
生
は
猶
お
電
の
轉
ず
る
が
ご
と
く
、
滅
は
雲
の
旋
る
よ
り
甚
だ
し
。
昔
往
今
來
、
靈
仙
一
に
非
ず
、
龍
に
騎
り
虎
を
駕

し
、
霄
を
排
し
日
を
蔽
う
。
朝
に
玉
樓
に
登
り
、
夜
に
瓊
室
に
遊
ぶ
と
も
、
終
に
聚
散
に
歸
す
（
一
七
一
）、
安
ん
ぞ
假
實
（
一
七
二
）
を
知

ら
ん
や
。
常
住
無
我
、
寄
よ
る
べは

天
尊
に
在
り
、
業
は
眞
俗
（
一
七
三
）
を
苞
み
、
事
は
名
言
（
一
七
四
）
を
斷
ず
。
惱
峯
搆
を
虧
き
、
慧
浦
源
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に
疏つ
う

じ
、
神
儀
或
い
は
掩
わ
れ
、
像
法
（
一
七
五
）
彌
い
よ
敦
し
。
亦
た
人
英
（
一
七
六
）
有
り
、
翹
然
（
一
七
七
）
孤
上
た
り
、
竹
千
仞
に

似
、
松
百
丈
の
如
し
。
鉉
を
帶
び
（
一
七
八
）
蕃
に
之ゆ

き
、
仁
深
く
譽
仰た
か

く
、
一
方
饒
益
す
れ
ば
、
千
城
注
想
す
。
覺
花
常
に
吐さ

き
、
愍

葉
恒
に
春い

づ
、
誓
い
て
調
御
（
一
七
九
）
に
將こ

う
、
寧
ぞ
轉
輪
を
求
め
ん
。
爰
に
佛
寶
を
脩
す
こ
と
、
此
の
東
秦
（
一
八
〇
）
に
於
て
し
、

項
光
（
一
八
一
）
仍
ち
射
し
、
眉
相
還
た
陳
ぬ
。
雙
樹
影
を
結
び
（
一
八
二
）、
三
蓮
耀
を
接
し
（
一
八
三
）、
五
道
、
光
に
含つ
つ

ま
れ
（
一
八
四
）、

十
方
、
輝
き
眺
ら
る
（
一
八
五
）。
果
は
奇
特
（
一
八
六
）
と
名
づ
け
、
是
れ
衆
妙
（
一
八
七
）
と
稱
す
、
樂
地
（
一
八
八
）
茲
に
在
り
、
焉
ん

ぞ
遠
く
召
す
を
須
め
ん
。
福
の
暨
ぼ
す
所
、
寧
ぞ
專
ら
我
が
爲
に
せ
ん
、
斯
の
含
識
を
し
て
、
倶
に
妙
果
を
圓ま
ど

か
に
せ
し
め
ん
。
行
き
て

嵐
風
（
一
八
九
）
に
値あ

い
、
方む
か

い
て
劫
火
（
一
九
〇
）
に
逢
う
と
も
、
空
餘
の
勝
績
、
騫か

く
る
無
く
墮
つ
る
無
し
。

　
　
【
現
代
語
譯
】

　

急
流
は
測
り
が
た
く
、
暗
い
海
は
果
て
し
が
な
い
。
彼
岸
へ
と
導
く
橋
梁
は
か
け
ら
れ
ず
、
悟
り
へ
の
と
も
し
び
は
誰
が
燃
や
す
の

か
。
一
念
一
念
は
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
一
苦
一
苦
も
つ
ら
な
る
。
生
は
稻
光
が
め
ぐ
る
よ
う
で
あ
り
、
滅
も
雲
が
め
ぐ
る
よ
り
（
そ
の

移
り
變
わ
り
が
）
甚
だ
し
い
。
古
今
の
靈
仙
は
一
人
で
は
な
い
。（
あ
る
者
は
）
龍
に
乘
り
、
虎
を
駕
し
、
空
を
飛
び
太
陽
を
覆
う
。
朝

に
玉
の
樓
閣
に
登
り
夜
に
は
瓊
玉
の
室
宅
に
遊
行
し
て
も
最
後
に
は
死
ん
で
し
ま
う
。
ど
う
し
て
假
の
存
在
と
實
體
あ
る
も
の
を
知
ろ
う

か
。
常
住
無
我
の
た
よ
り
は
佛
に
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
行
い
は
眞
諦
俗
諦
を
お
お
い
、
名
稱
や
言
語
を
絶
す
る
。
煩
惱
の
峰
は
碎
か

れ
、
智
慧
の
海
邊
は
源
に
通
ず
る
。
佛
の
御
姿
は
隱
れ
て
し
ま
い
、（
そ
の
敎
説
と
實
踐
の
み
が
多
い
）
像
法
の
時
代
で
あ
る
。
英
傑
が

あ
り
、
一
人
だ
け
衆
に
ぬ
き
ん
で
て
お
り
、（
そ
れ
は
あ
た
か
も
）
竹
が
千
仞
も
あ
り
、
松
が
百
丈
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
鉉
を
帶
び
て

靑
州
に
赴
き
、
仁
愛
深
く
名
聲
が
と
ど
ろ
き
、
一
方
に
利
益
を
施
す
と
、
千
城
が
想
い
を
注
い
だ
。
悟
り
の
花
は
い
つ
も
咲
き
、
慈
悲
の
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葉
は
い
つ
も
芽
吹
き
、
誓
っ
て
佛
に
請
う
の
で
あ
り
、
ど
う
し
て
輪
廻
を
求
め
よ
う
か
。
こ
こ
に
、
こ
の
東
秦
の
地
に
お
い
て
佛
寶
を
修

す
る
の
で
あ
り
、
頭
光
は
光
を
放
ち
、
眉
相
も
そ
な
わ
っ
た
。
娑
羅
雙
樹
下
に
て
佛
（
像
）
は
姿
を
現
し
、（
無
量
壽
、
觀
世
音
、
大
勢

至
の
）
三
つ
の
蓮
華
座
は
輝
き
を
接
し
て
い
る
。
五
道
が
光
に
つ
つ
ま
れ
、
十
方
に
輝
き
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
果
報
は
奇
特
（
類
い
稀
）

と
名
づ
け
ら
れ
、
衆
妙
（
あ
ら
ゆ
る
微
妙
な
る
も
の
）
と
稱
さ
れ
る
。
安
樂
の
地
は
こ
こ
に
あ
り
、
ど
う
し
て
遠
く
か
ら
呼
び
寄
せ
る
こ

と
を
求
め
よ
う
か
。
福
の
及
ぶ
と
こ
ろ
は
ど
う
し
て
自
分
だ
け
に
と
ど
め
よ
う
か
、
一
切
衆
生
み
な
と
も
に
佛
果
を
圓
滿
成
就
さ
せ
よ

う
。
毘
藍
風
に
あ
い
、
劫
火
に
遭
う
と
も
空
前
絶
後
の
優
れ
た
功
績
は
缺
け
た
り
墮
ち
た
り
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
【
語
釋
】

（
一
六
八
）【
駛
河
】
急
流
。
煩
惱
の
た
と
え
。（
例
）『
涅
槃
經
』
德
王
品
「
云
何
菩
薩
觀
此
煩
惱
猶
如
大
河
。
如
彼
駛
河
能
漂
香
象
、

煩
惱
駛
河
亦
復
如
是
」﹇T12:501b
﹈。

（
一
六
九
）【
暗
海
】（
例
）『
廣
弘
明
集
』
卷
一
五　

梁　

王
僧
孺　

懺
悔
禮
佛
文
「
茫
茫
有
同
暗
海
。
幽
幽
實
在
危
城
」﹇T52:206c

﹈。

（
一
七
〇
）【
津
梁
】
悟
り
の
世
界
へ
と
導
く
渡
し
場
・
橋
梁
。

（
一
七
一
）【
終
歸
聚
散
】「
聚
散
」
は
生
死
。（
出
典
）『
莊
子
』
則
陽
「
安
危
相
易
、
禍
福
相
生
、
緩
急
相
摩
、
聚
散
以
成
」。
成
玄
英

疏
「
散
則
爲
死
、
聚
則
爲
生
」。
こ
こ
で
は
、
靈
仙
で
も
結
局
は
生
死
輪
廻
か
ら
拔
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
い
う
。

（
一
七
二
）【
假
實
】
假
の
存
在
と
實
體
あ
る
も
の
。
假
名
と
實
法
な
ど
。（
例
）『
大
智
度
論
』
卷
二
三
「
世
智
者
、
名
爲
假
智
。
聖
人

於
實
法
中
知
、
凡
夫
人
但
假
名
中
知
、
以
是
故
名
假
智
。
如
棟
梁
椽
壁
名
爲
屋
、
但
知
是
事
、
不
知
實
義
、
是
名
世
智
」

﹇T25:233c

﹈。『
成
唯
識
論
』
卷
八
「
依
他
起
性
有
實
有
假
、
聚
集
相
續
分
位
性
故
、
說
爲
假
有
、
心
心
所
色
從
緣
生
、
故
說
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爲
實
有
。
若
無
實
法
、
假
法
亦
無
、
假
依
實
因
而
施
設
故
」。

（
一
七
三
）【
眞
俗
】
眞
諦
（
第
一
義
諦
）
と
俗
諦
（
世
諦
）。
因
緣
に
よ
っ
て
生
じ
る
事
理
を
俗
と
い
い
、
不
生
不
滅
の
理
性
を
眞
と

い
う
。（
例
）『
大
般
涅
槃
經
集
解
』
卷
一
「
寶
亮
敘
曰
、・
・
・
若
談
眞
俗
、
兩
體
本
同
。
用
不
相
乖
。
而
闇
去
俗
盡
。
僞
謝

眞
彰
。
朗
然
爲
佛
也
」﹇T37:381a

﹈。

（
一
七
四
）【
名
言
】（
出
典
）『
尚
書
』
大
禹
謨
「
名
言
茲
在
茲
、
允
出
茲
在
茲
、
惟
帝
念
功
」。
孔
傳
「
名
言
此
事
、
必
在
此
義
」。

（
一
七
五
）【
像
法
】
釋
迦
の
滅
後
佛
敎
が
い
か
に
行
わ
れ
る
か
の
時
代
區
分
で
あ
る
正
像
末
三
時
説
の
像
法
。
敎
説
と
實
踐
は
あ
る
が

證
（
さ
と
り
）
は
な
い
時
代
。（
例
）『
舊
唐
書
』
卷
一　

高
祖
紀　

武
徳
九
年
條　

詔
「
自
覺
王
遷
謝
、
像
法
流
行
、
末
代
陵

遲
、
漸
以
虧
濫
」。

（
一
七
六
）【
人
英
】
俊
傑
、
英
傑
。（
例
）『
文
子
』
上
禮
「
明
於
天
地
之
道
、
通
於
人
情
之
理
、
大
足
以
容
衆
、
惠
足
以
懷
遠
、
智
足

以
知
權
、
人
英
也
」。

（
一
七
七
）【
翹
然
】
衆
に
ぬ
き
ん
で
る
さ
ま
。『
新
唐
書
』
卷
一
一
八　

李
渤
傳
「
臣
恐
宰
相
羣
臣
蘊
晦
術
略
、
啓
沃
有
所
未
盡
、
使

陛
下
翹
然
思
文
武
禹
湯
而
不
獲
也
」。

（
一
七
八
）【
帶
鉉
】「
鉉
」
は
三
公
を
い
う
。（
例
）『
文
選
』
卷
四
六　

任
昉　

王
文
憲
集
序
「
皇
朝
軫
慟
、
儲
鉉
傷
情
」。
呂
延
濟
注

「
鉉
、
鼎
耳
也
、
謂
三
公
也
」。
後
述
す
る
が
、
正
史
の
記
述
に
よ
る
と
、
天
統
五
年
二
月
に
靑
州
刺
史
と
し
て
出
向
さ
せ
る
詔

が
下
さ
れ
、
天
統
五
年
三
月
婁
定
遠
は
司
空
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
『
資
治
通
鑑
』
で
は
司
空
拜
命
を
二
月
に
か
け
て
い
る
。

（
一
七
九
）【
調
御
】
佛
の
十
號
の
一
つ
、
調
御
丈
夫
の
略
稱
。
つ
ま
り
佛
の
こ
と
。（
例
）『
藝
文
類
聚
』
卷
七
七 

内
典
部
下　

寺
碑

「
梁
簡
文
帝
釋
迦
文
佛
像
銘
曰
、
至
矣
調
御
、
行
備
智
周
、
滿
月
爲
面
、
靑
蓮
在
眸
」。
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（
一
八
〇
）【
東
秦
】（
例
）『
晉
書
』
卷
一
二
七　

載
記　

慕
容
德
「
靑
齊
沃
壤
、
號
曰
東
秦
」。

（
一
八
一
）【
項
光
】
項
の
圓
光
の
こ
と
。（
例
）『
觀
無
量
壽
經
』「
次
亦
應
觀
觀
世
音
菩
薩
。・
・
・
頂
有
肉
髻
。
項
有
圓
光
。
面
各

百
千
由
旬
。
其
圓
光
中
有
五
百
化
佛
、
如
釋
迦
牟
尼
。
一
一
化
佛
有
五
百
菩
薩
無
量
諸
天
、
以
爲
侍
者
」﹇T12:343c

﹈。

（
一
八
二
）【
雙
樹
結
影
】
雙
樹
は
娑
羅
雙
樹
。
娑
羅
雙
樹
の
下
、
佛
（
像
）
が
姿
を
現
し
た
と
い
う
こ
と
か
。
ち
な
み
に
「
雙
樹
滅

影
」
は
釋
迦
の
入
寂
を
指
す
。

（
一
八
三
）【
三
蓮
接
耀
】
三
座
並
ん
だ
蓮
華
座
に
坐
す
阿
彌
陀
・
觀
音
・
大
勢
至
が
皆
光
を
放
っ
て
い
る
。（
出
典
）『
觀
無
量
壽
經
』

「
次
當
想
佛
。・
・
・
想
彼
佛
者
、
先
當
想
像
。
閉
目
開
目
見
一
寶
像
如
閻
浮
檀
金
色
、
坐
彼
華
上
。
像
既
坐
已
、
心
眼
得
開
、

了
了
分
明
、
見
極
樂
國
七
寶
莊
嚴
寶
地
寶
池
寶
樹
行
列
、
諸
天
寶
縵
彌
覆
樹
上
、
衆
寶
羅
網
滿
虛
空
中
。
見
如
此
事
、
極
令
明

了
、
如
觀
掌
中
。
見
此
事
已
、
復
當
更
作
一
大
蓮
華
在
佛
左
邊
。
如
前
蓮
華
等
無
有
異
。
復
作
一
大
蓮
華
在
佛
右
邊
。
想
一
觀

世
音
菩
薩
像
坐
左
華
座
、
亦
放
金
光
如
前
無
異
。
想
一
大
勢
至
菩
薩
像
坐
右
華
座
。
此
想
成
時
、
佛
菩
薩
像
皆
放
妙
光
。
其
光

金
色
照
諸
寶
樹
。
一
一
樹
下
亦
有
三
蓮
華
。
諸
蓮
華
上
各
有
一
佛
二
菩
薩
像
、
遍
滿
彼
國
」﹇T12:343a

﹈。

（
一
八
四
）【
五
道
光
含
】（
出
典
）『
觀
無
量
壽
經
』「
次
亦
應
觀
觀
世
音
菩
薩
。・
・
・
舉
身
光
中
五
道
衆
生
一
切
色
相
皆
於
中
現
」

﹇T12:343c

﹈。
五
道
は
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
人
・
天
道
。

（
一
八
五
）【
十
方
輝
眺
】（
例
）『
觀
無
量
壽
經
』「
次
當
更
觀
無
量
壽
佛
身
相
光
明
。・
・
・
一
一
好
中
復
有
八
萬
四
千
光
明
。
一
一
光

明
遍
照
十
方
世
界
、
念
佛
衆
生
攝
取
不
捨
」﹇T12:343b

﹈。

（
一
八
六
）【
奇
特
】（
例
）『
長
阿
含
經
』
卷
一
「
諸
賢
比
丘
、
唯
無
上
尊
爲
最
奇
特
」﹇T1:1b

﹈。

（
一
八
七
）【
衆
妙
】（
出
典
）『
老
子
』
第
一
章
「
玄
之
又
玄
、
衆
妙
之
門
」。
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（
一
八
八
）【
樂
地
】（
例
）『
世
說
新
語
』
德
行
「
王
平
子
、
胡
毋
彥
國
諸
人
、
皆
以
任
放
爲
達
、
或
有
裸
體
者
。
樂
廣
笑
曰
、
名
敎
中

自
有
樂
地
、
何
爲
乃
爾
也
」。

（
一
八
九
）【
嵐
風
】
毘
嵐
風
・
毘
藍
風
（Skt. Vairam

bhaka

）。 

劫
末
・
劫
初
に
吹
き
、
至
る
處
悉
く
破
壞
す
る
暴
風
。（
例
）
慧
琳

『
一
切
經
音
義
』
卷
一
三
「
吠
嵐
僧
伽
、
劫
災
時
大
猛
風
名
也
。
此
風
猛
暴
、
能
壞
世
界
」 ﹇T54:383b

﹈。

（
一
九
〇
）【
劫
火
】
劫
末
に
起
こ
る
火
災
（Skt. kalpa-agni

）。（
例
）
菩
提
流
支
譯
『
勝
思
惟
梵
天
所
問
經
』
卷
六
「
三
千
世
界
欲

燒
時
、
劫
火
將
起
、
燒
天
地
」 ﹇T15:92b

﹈。

三
、
婁
定
遠
の
靑
州
刺
史
就
任
の
經
緯
に
つ
い
て

　

こ
の
碑
の
主
人
公
で
あ
る
臨
淮
王
婁
定
遠
は
、『
北
史
』
卷
五
四
婁
昭
傳
（『
北
齊
書
』
卷
一
五
は
『
北
史
』
に
よ
っ
て
補
っ
た
も
の
）

に
附
傳
さ
れ
て
お
り
、
東
魏
王
朝
の
實
質
的
創
建
者
で
あ
る
高
歡
の
妻
の
婁
昭
君
の
弟
の
婁
昭
の
次
子
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
北
齊
の
王
室

に
と
っ
て
外
戚
の
關
係
に
あ
た
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
婁
昭
は
東
魏
王
朝
創
設
の
た
め
に
盡
力
し
大
き
な
功
績
を
あ
げ
た
功
勞
者
で
も

あ
る
。
ち
な
み
に
、
婁
昭
の
兄
（
拔
）
の
子
が
婁
叡
で
あ
る)13

(
。

　
『
北
史
』
の
傳
の
記
述
に
、「
少
く
し
て
顯
職
を
歷
、
外
戚
中
偏
え
に
武
成
の
愛
狎
す
る
と
こ
ろ
と
爲
り
、
臨
淮
郡
王
に
別
封
さ
る
」
と

あ
る
よ
う
に
、
婁
定
遠
は
、
武
成
帝
の
寵
愛
を
受
け
、
若
く
し
て
顯
要
な
職
を
歴
任
し
た
。
具
體
的
な
官
歴
を
擧
げ
る
と
、
太
上
皇
帝

（
武
成
帝
）
崩
御
時
は
領
軍
で
あ
り
、
さ
ら
に
天
統
三
年
（
五
六
七
）
閏
六
月
に

省
尚
書
左
僕
射
か
ら
尚
書
左
僕
射
と
な
り
、
天
統
五

年
三
月
に
は
、

省
尚
書
令
か
ら
司
空
と
な
っ
て
い
る）
14
（

。
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た
だ
、「
武
成
大
漸
た
る
に
、
趙
郡
王
等
と
同
じ
く
顧
命
を
受
け
、
司
空
に
位
す
。
趙
郡
王
の
和
士
開
を
黜
け
ん
と
奏
す
る
に
、
定
遠
、

其
と
謀
る
。
遂
に
士
開
の
賄
賂
を
納
れ
、
趙
郡
の
禍
を
成
す
。
其
の
貪
鄙
た
る
こ
と
此
く
の
如
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
婁
定
遠
は
、

趙
郡
王
高
叡
ら
と
と
も
に
和
士
開
を
排
除
し
よ
う
と
畫
策
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
和
士
開
の
賄
賂
を
う
け
、
趙
郡
王
高
叡
が
殺
さ
れ
る

禍
を
招
い
た
張
本
人
と
し
て
、
頗
る
正
史
の
評
價
が
低
い
。『
北
史
』
卷
九
二
（『
北
齊
書
』
卷
五
〇
）
和
士
開
傳
に
よ
る
と
、
和
士
開
が

後
主
と
胡
太
后
に
謁
見
が
か
な
い
、
高
叡
を
不
臣
の
罪
で
斷
罪
し
、
婁
定
遠
を
靑
州
刺
史
へ
と
左
遷
さ
せ
る
詔
を
出
す
こ
と
に
成
功
し
、

高
叡
は
殺
さ
れ
、
婁
定
遠
は
和
士
開
か
ら
受
け
取
っ
た
賄
賂
を
す
べ
て
返
し
た
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
賄
賂
を
贈
っ
た
と
い
う
。

　

正
史
本
傳
で
は
、
先
に
掲
げ
た
記
事
に
續
け
て
、「
尋
い
で
瀛
州
刺
史
に
除
せ
ら
る
」
と
述
べ
、
靑
州
刺
史
の
こ
と
に
は
言
及
し
な
い
。

し
か
し
、
瀛
州
刺
史
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
臨
淮
王
像
碑
に
見
え
ず
、『
資
治
通
鑑
考
異
』
で
は
、

　
　

北
齊
帝
紀
に
「
天
統
三
年
六
月
、

省
尚
左
僕
射
婁
定
遠
を
以
て
尚
書
左
僕
射
と
爲
す
。
五
年
二
月
、
趙
郡
王
叡
を
殺
す
。
三
月
、

省
尚
書
令
婁
定
遠
を
以
て
司
空
と
爲
す
」
と
。
蓋
し
定
遠
既
に
僕
射
爲
り
、
復
た

省
尚
書
令
爲
る
な
り
。
和
士
開
傳
を
按
ず
る

に
、
先
に
定
遠
を
出
だ
し
、
然
る
後
に
叡
を
殺
す
、
叡
の
死
は
必
ず
定
遠
司
空
と
作
る
後
に
在
り
、
帝
紀
誤
り
な
り
。
但
だ
果
し
て

何
時
に
在
る
か
を
知
ら
ざ
る
の
み
。
又
た
士
開
傳
に
云
わ
く
「
出
で
て
靑
州
と
爲
る
」
と
。
定
遠
傳
に
云
わ
く
「
尋
い
で
瀛
州
に
除

せ
ら
る
」
と
。
蓋
し
先
に
出
で
て
靑
州
と
爲
り
、
後
に
乃
ち
瀛
州
に
除
せ
ら
る
る
な
り
。

　

と
述
べ
、
定
遠
は
靑
州
刺
史
の
後
、
瀛
州
刺
史
と
な
っ
た
と
す
る
。
臨
淮
王
像
碑
に
は
「
故
に
能
く
旗
蓋
を
整
え

闔
（
み
や
こ
）
を

辭
し
、
笳
鐃
を
節
し
て
營
丘
（
靑
州
）
に
下
る
」（（　

）
内
は
筆
者
が
補
う
）
と
あ
る
の
で
、
中
央
の
都
か
ら
直
接
靑
州
刺
史
へ
と
赴
任

し
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
婁
定
遠
の
靑
州
刺
史
赴
任
の
直
接
の
原
因
は
、
和
士
開
を
中
央
か
ら
排
除
す
る
計
畫
が
失
敗
し

た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
り
、
實
質
的
に
は
左
遷
と
い
っ
て
よ
い
。
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一
方
、
臨
淮
王
像
碑
は
、
當
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
事
件
に
つ
い
て
は
言
及
せ
ず
、
靑
州
が
い
か
に
優
れ
た
土
地
で
あ
る
か

と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
地
に
か
か
わ
っ
た
歴
代
の
有
名
人
、
す
な
わ
ち
、
爽
鳩
、
太
公
望
、
さ
ら
に
は
三
國
時
代
の
太
史
慈
や
王
脩
の
逸

話
な
ど
、
樣
々
な
典
故
を
引
用
し
つ
つ
力
説
し
、
こ
の
よ
う
な
重
要
な
州
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
義
は
親
重
に
歸
す
」、
つ
ま
り
、
皇
帝
と

外
戚
關
係
に
あ
り
、
重
ん
ぜ
ら
れ
て
い
た
婁
定
遠
が
選
ば
れ
た
の
だ
と
強
調
し
て
い
る
。
北
齊
時
代
の
靑
州
刺
史
就
任
者
を
調
べ
て
み
る

と
、
永
安
王
高
浚
、
漁
陽
王
紹
、
平
陽
王
高
淹
、
淸
河
王
高

、
蘭
陵
王
高
長
恭
、
韓
裔
、
斛
律
平
な
ど
が
前
任
者
に
お
り
、
婁
定
遠
の

後
は
、
任
城
王
高

、
北
平
王
高
貞
な
ど
が
い
る
が
、
や
は
り
、
王
室
關
係
者
が
多
く
、「
義
は
親
重
に
歸
す
」
と
い
う
語
が
僞
り
で
は

な
い
こ
と
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

婁
定
遠
の
都
で
の
評
價
と
し
て
は
、
碑
文
で
は
、「
管
樂
の
小
爲
る
を
知
り
、
元
愷
の
大
に
非
ざ
る
を
識
る
」
な
ど
と
、
婁
定
遠
と
比

較
す
れ
ば
管
仲
と
樂
毅
、
さ
ら
に
は
、
八
元
・
八
凱
で
さ
え
も
た
い
し
た
こ
と
は
な
く
、
婁
定
遠
に
は
劣
る
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、「
始

め
て
金
蟬
を
映
ず
れ
ば
、
丁
劉
を
漢
日
に
鄙
し
み
、
暫
く

沼
に
栖
ま
ば
、
陳
張
を
晉
京
に
蔑
む
」
と
、
後
漢
の
丁
鴻
と
劉
愷
、
陳
騫
と

張
華
と
い
っ
た
名
臣
の
名
を
擧
げ
な
が
ら
、
彼
ら
さ
え
婁
定
遠
に
比
べ
て
み
る
と
蔑
ま
れ
る
と
い
う
。
そ
の
婁
定
遠
の
靑
州
刺
史
と
し
て

の
事
跡
を
述
べ
る
碑
文
の
十
六
行
目
か
ら
十
九
行
目
で
は
、
美
辭
麗
句
を
列
ね
、
州
刺
史
と
し
て
天
下
に
美
名
を
殘
し
た
後
漢
の
郭
伋
、

賈
琮
、
三
國
魏
の
梁
習
、
賈
逵
な
ど
で
さ
え
も
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
豪
語
す
る
。
以
上
の
よ
う
に
こ
の
碑
か
ら
は
婁
定
遠
の
強
烈
な

自
負
心
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
本
來
な
ら
天
下
を
動
か
す
中
央
の
顯
職
に
就
い
て
い
る
は
ず
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
央
か
ら

左
遷
さ
れ
て
し
ま
っ
た
自
己
の
境
遇
に
對
す
る
不
滿
と
表
裏
一
體
の
も
の
と
言
え
る
。
特
に
碑
文
で
は
か
な
り
文
字
數
を
割
い
て
青
州
が

い
か
に
天
下
に
名
だ
た
る
州
で
あ
る
か
を
力
説
し
て
お
り
、
そ
う
す
る
こ
と
で
こ
そ
、
左
遷
さ
れ
た
と
い
う
事
實
を
覆
い
隱
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
ろ
う
。
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最
後
に
、
定
遠
の
死
に
少
し
言
及
し
て
お
こ
う
。
正
史
の
傳
に
よ
る
と
、
定
遠
は
、
以
前
、
穆
提
婆
が
定
遠
の
弟
の
伎
妾
を
求
め
た
の

を
拒
否
し
て
い
た
が
、
提
婆
は
高
思
好
が
反
亂
を
起
こ
し
た
の
に
か
こ
つ
け
、
臨
淮
國
郞
中
令
に
婁
定
遠
が
高
思
好
と
ひ
そ
か
に
通
じ
て

い
る
と
告
發
さ
せ
た
。
後
主
は
賄
賂
の
罪
で
定
遠
を
彈
劾
さ
せ
、
定
遠
は
變
有
り
と
疑
っ
て
自
殺
し
た
と
い
う）
15
（

。
高
思
好
の
反
亂
は
『
北

齊
書
』
後
主
紀
に
よ
る
と
武
平
五
年
二
月
で
あ
る
の
で
、
定
遠
の
死
も
こ
の
年
、
つ
ま
り
臨
淮
王
像
碑
の
完
成
か
ら
約
一
年
後
で
あ
ろ

う
。

四
、
青
州
佛
教
造
像
に
お
け
る
尊
像
名
の
変
化
と
臨
淮
王
像
碑

　

婁
定
遠
の
父
、
婁
昭
は
そ
の
字
が
「
菩
薩
」
で
あ
る
こ
と
、
父
が
早
逝
し
た
た
め
婁
昭
の
下
で
養
育
さ
れ
た
從
兄
弟
の
婁
叡
も
字
が

「
佛
仁
」
で
、
寶
山
靈
泉
寺
の
高
僧
靈
裕
の
外
護
の
檀
越
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
寺
に
は
彼
の
名
を
刻
ん
だ
刻
經
碑
が
殘
さ
れ
て
い
る）
16
（

。

こ
の
よ
う
に
婁
定
遠
が
佛
敎
に
親
和
的
な
環
境
で
育
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
想
定
で
き
る
。
ま
た
、
靑
州
が
こ
れ
以
前
よ
り
佛
敎
が

盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
は
宿
白
氏
が
述
べ
て
お
り）
17
（

、
改
め
て
繰
り
返
す
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
臨
淮
王
の
造
像
を
歡
迎
す
る
よ

う
な
素
地
は
こ
の
地
に
十
分
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

臨
淮
王
像
碑
で
は
、
こ
の
世
が
輪
廻
轉
生
の
世
界
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
神
仙
で
あ
っ
て
も
そ
こ
か
ら
拔
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
を
述
べ
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
數
多
く
存
在
す
る
佛
こ
そ
が
、
そ
う
い
っ
た
世
界
を
越
え
る
力
を
有
す
る
者
で
人
々
を
よ
く
救
濟
す
る

も
の
だ
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
佛
は
す
で
に
こ
の
世
に
は
お
ら
ず
、
自
分
こ
そ
が
、
そ
の
跡
を
つ
い
で
淸
明
な
敎
化
を
世
に
行
う
千
年
に

一
人
の
者
だ
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
記
述
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
篤
信
の
佛
敎
徒
と
し
て
知
ら
れ
る
趙
郡
王
高
叡
の
修
寺
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碑
）
18
（

と
比
較
す
る
と
、
非
常
に
大
膽
な
表
現
で
あ
り
、
ま
た
師
と
す
る
僧
名
が
臨
淮
王
像
碑
の
方
に
は
全
く
見
え
な
い
こ
と
も
あ
わ
せ
て
注

意
し
て
お
く
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

碑
文
の
後
半
部
で
は
、
無
常
の
こ
の
世
の
中
に
あ
っ
て
、
常
住
の
因
を
建
て
よ
う
と
す
る
、
す
な
わ
ち
無
量
壽
佛
の
造
像
を
述
べ
る
の

で
あ
り
、
人
々
の
喜
捨
を
得
て
、「
无
量
壽
像
一
區
、
高
さ
三
丈
九
尺
を
制
し
、

び
に
觀
世
音
・
大
勢
至
二
大
士
」
を
造
っ
た
と
い
う
。

靑
州
第
一
の
南
陽
寺
に
お
い
て
造
ら
れ
た
三
丈
九
尺
も
の
巨
大
な
像
で
あ
り
、
州
の
主
立
っ
た
屬
僚
も
參
加
し
た
こ
と
が
碑
文
に
は
記
さ

れ
て
お
り
、
靑
州
の
官
民
問
わ
ず
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
與
え
た
と
思
わ
れ
る
が
、
盧
舍
那
や
釋
迦
や
彌
勒
で
は
な
く
、
無
量
壽
三
尊

像
が
選
ば
れ
た
の
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

な
ぜ
な
ら
靑
州
龍
興
寺
址
出
土
北
朝
造
像
に
お
い
て
は
、
無
量
壽
の
尊
名
を
有
す
る
銘
は
な
く
、
範
圍
を
廣
げ
て
現
山
東
省
の
領
域
の

北
朝
時
代
の
有
紀
年
造
像
銘
を
筆
者
の
收
集
し
た
造
像
記
に
つ
い
て
調
べ
て
も）
19
（

、
盧
舍
那
像
が
三
十
件
と
最
も
多
く
）
20
（

、
彌
勒
、
觀
音
と
つ

づ
き
、
無
量
壽
は
そ
れ
ら
よ
り
も
少
な
い
。
特
に
臨
淮
王
像
碑
以
前
の
山
東
地
域
に
お
い
て
無
量
壽
の
名
が
見
え
る
有
紀
年
造
像
銘
は
、

現
在
筆
者
が
調
査
し
た
中
で
は
、
も
と
諸
城
に
あ
っ
た
と
い
う
天
統
五
年
（
五
六
九
）
の
造
像
記
に
「
弟
子
張
・
・
敬
造
无
量
壽
像

一
・
・
」
と
あ
る
も
の）
21
（

、
靑
州
の
西
劉
鎭
に
あ
っ
た
と
い
う
武
平
三
年
（
五
七
二
）
の
造
像
記
に
「
禪
窟
寺
□
□
敬
造
□
世
音
菩
薩
□

□
。
仰
爲
皇
帝
□
□
臣
僚
百
官
□
□
父
母
一
切
□
□
□
□
之
類
□
□
□
福
、
生
生
□
世
、
共
一
切
衆
□
□
无
量
壽
佛
」
と
い
う
も
の）
22
（

だ
け

で
あ
る
。
臨
淮
王
像
碑
完
成
の
武
平
四
年
（
五
七
三
）
の
後
に
は
、
武
平
五
年
の
「
佛
弟
子
淳
于
元
皓
、
爲
亡
弟
雙
皓
、
敬
造
无
量
壽
像

一
軀

二
菩
薩
）
23
（

」、
承
光
元
年
（
五
七
七
）「
佛
弟
子
張
思
文
、
敬
造
无
量
壽
像
一
軀

觀
音
大
勢
至
）
24
（

」
と
、
無
量
壽
三
尊
像
を
造
っ
た
こ

と
を
明
記
す
る
造
像
記
が
あ
ら
わ
れ
る
。

　

事
實
、
隋
代
の
有
紀
年
銘
造
像
の
な
か
で
、
隋
代
に
な
っ
て
も
な
お
「
阿
彌
陀
」
で
は
な
く
、「
無
量
壽
」
の
名
を
主
尊
の
像
に
用
い
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て
い
る
の
は
、
靑
州
の
雲
門
山
の
造
像
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
て
い
る）
25
（

。
隋
代
で
は
、
盧
舍
那
像
の
造
像
は
山
東
地
方
で
は
有
紀
年
銘
像
で
見
る

限
り
、
突
然
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
り
、
こ
の
婁
定
遠
に
よ
る
無
量
壽
三
尊
像
の
完
成
が
畫
期
と
な
っ
た
可
能
性
も
想
定
で
き

る
。

　

も
う
ひ
と
つ
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
碑
文
に
は
『
觀
無
量
壽
經
』（
以
下
『
觀
經
』
と
略
）
か
ら
と
ら
れ
た
表
現
が
多
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
語
釋
を
參
照
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
「
三
心
」、「
百
寶
」、「
豪
如
五
嶺
之
旋
、
即
之
便
覿
。
目
似
四
溟
之
潔
、
驗
之
猶

在
」、「

楞
寶
冠
、
帶
左
而
馳
耀
」、「
鉢
摩
肉
髻
、
右
而
飛
光
」、
さ
ら
に
銘
の
「
三
蓮
接
耀
、
五
道
光
含
、
十
方
輝
眺
」
と
い
う
箇
所

に
つ
い
て
も
、
み
な
『
觀
經
』
に
典
據
を
有
す
る
語
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
語
が
『
觀
經
』
に
依
據
し
て
い
る
と
い
う
の
は
北
朝
期

の
造
像
記
に
あ
っ
て
は
他
に
類
例
を
見
な
い
。
臨
淮
王
が
有
し
て
い
た
豐
富
な
資
金
を
投
じ
て
、
こ
れ
ら
『
觀
經
』
に
説
か
れ
る
佛
菩
薩

の
圖
像
的
特
徴
を
表
現
す
る
精
美
な
裝
飾
を
施
さ
れ
た
像
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。「
豪
如
五
嶺
之
旋
」、「
目
似
四
溟
之
潔
」

と
い
う
箇
所
に
つ
い
て
は
、
兗
州
泗
河
で
發
見
さ
れ
た
阿
彌
陀
三
尊
造
像
記
）
26
（

や
、
舜
禪
師
造
阿
彌
陀
三
尊
像
記
）
27
（

に
も
類
似
表
現
が
見
ら
れ

る
。『
觀
經
』
の
圖
像
イ
メ
ー
ジ
が
重
視
さ
れ
、『
觀
經
』
の
流
布
と
阿
彌
陀
三
尊
像
の
流
布
が
同
時
竝
行
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
臨
淮
王
像
碑
の
譯
注
の
作
成
を
試
み
、
初
歩
的
な
考
察
を
加
え
た
。
ま
ず
、
臨
淮
王
は
中
央
か
ら
直
接
靑
州
刺
史
に
赴
任
し

た
こ
と
が
碑
文
に
よ
っ
て
再
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
碑
文
か
ら
婁
定
遠
の
強
固
な
自
負
心
を
讀
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は
靑
州
刺
史
に
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左
遷
さ
れ
た
經
緯
と
關
係
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
臨
淮
王
像
碑
は
『
觀
經
』
に
典
據
を
有
す
る
語
が
多
く
、
臨
淮
王

の
發
願
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
こ
の
無
量
壽
三
尊
像
が
、
靑
州
佛
敎
に
お
い
て
造
像
の
流
行
が
盧
舍
那
か
ら
無
量
壽
・
阿
彌
陀
へ
と
變
化
す

る
畫
期
と
な
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

　

以
上
非
常
に
簡
潔
で
淺
薄
な
分
析
で
は
あ
る
が
、
こ
の
碑
の
有
す
る
意
義
に
つ
い
て
現
時
點
で
筆
者
が
考
え
た
こ
と
を
述
べ
た
。
譯
注

で
は
い
ま
だ
典
據
不
明
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
誤
り
を
多
々
犯
し
て
い
る
こ
と
を
恐
れ
る
が
、
諸
賢
の
御
批
正
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。
ま
た
、
靑
州
地
方
の
造
像
銘
を
網
羅
的
に
收
集
し
て
分
析
し
、
ま
た
、
他
の
地
域
の
長
文
の
造
像
銘
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ

ら
に
詳
し
く
こ
の
碑
の
特
徴
、
ひ
い
て
は
こ
の
地
域
の
佛
敎
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
更
に
究
明
し
て
い
き

た
い
。

　

1　

最
新
の
成
果
で
あ
る
、
高
橋
繼
男
（
編
）『
中
國
石
刻
關
係
圖
書
目
録
（1949

|2007

）』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
を
紐
解
け
ば
、
い
か
に
そ
の

數
が
多
い
か
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。 

2　

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
劉
長
東
『
晉
唐
彌
陀
淨
土
信
仰
研
究
』
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
七
七
|
一
七
八
頁
が
あ
る
。

3　

靑
州
市
博
物
館
「
靑
州
龍
興
寺
佛
敎
造
像
窖
藏
淸
理
簡
報
」『
文
物
』
一
九
九
八
|
二
。

4　

宿
白
「
靑
州
城
考
略
│
│
靑
州
城
與
龍
興
寺
之
一
」『
文
物
』
一
九
九
九
|
八
、「
龍
興
寺
沿
革
│
│
靑
州
城
與
龍
興
寺
之
二
」『
文
物
』 

一
九
九
九

|
九
、「
靑
州
龍
興
寺
窖
藏
所
出
佛
像
的
幾
個
問
題
│
│
靑
州
城
與
龍
興
寺
之
三
」『
文
物
』
一
九
九
九
|
一
〇
。

5　

朱
正
昌
（
主
編
）『
碑
刻
造
像
』（
山
東
文
物
叢
書
一
〇
）
山
東
友
誼
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
一
六
八
頁
。

6　

大
村
西
崖
『
支
那
美
術
史
彫
塑
篇
』
佛
書
刊
行
會
圖
像
部
、
一
九
一
五
年
。

7　

常
盤
大
定
・
關
野
貞
（
共
著
）『
支
那
佛
敎
史
蹟
』
佛
敎
史
蹟
研
究
會 

一
九
二
七
|
二
八
年
。
同
じ
著
者
に
よ
る
『
中
國
文
化
史
蹟
』
法
藏
館
、
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一
九
七
五
|
七
六
年
に
も
收
録
さ
れ
る
。

8　

北
京
魯
迅
博
物
館
・
上
海
魯
迅
紀
念
館
（
編
）『
魯
迅
輯
校
石
刻
手
稿
』
上
海
書
畫
出
版
社
、
一
九
八
七
年
。

9　

顏
娟
英
（
主
編
）『
北
朝
佛
敎
石
刻
拓
片
百
品
』
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
。

10　

毛
遠
明
（
編
著
）『
漢
魏
六
朝
碑
刻
校
注
』
綫
装
書
局
、
二
〇
〇
九
年
。

11　

藤
原
楚
水
『
譯
註
語
石
』
省
心
書
房
、
一
九
七
五
年
。

12　

北
京
圖
書
館
金
石
組
（
編
） 『
北
京
圖
書
館
藏
中
國
歴
代
石
刻
拓
本
匯
編
』
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
|
九
一
年
。

13　

婁
叡
と
婁
定
遠
と
は
從
兄
弟
の
關
係
に
あ
た
る
。
婁
叡
は
そ
の
墳
墓
が
發
見
さ
れ
、
大
量
の
出
土
品
と
と
も
に
、
鮮
や
か
な
壁
畫
が
殘
さ
れ
て
い

た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
こ
の
婁
叡
は
父
が
早
く
に
亡
く
な
っ
た
た
め
、
婁
昭
が
養
育
し
た
。

14　
『
北
齊
書
』
後
主
帝
紀
で
は
天
統
五
年
三
月
と
し
て
い
る
が
、
後
述
の
『
資
治
通
鑑
考
異
』
の
記
事
で
は
、
婁
定
遠
の
司
空
拜
命
は
同
年
二
月
の

趙
郡
王
高
叡
の
殺
害
前
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
、
こ
の
帝
紀
の
三
月
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
太
尉
の
趙
郡
王
高
叡
が

殺
害
さ
れ
た
こ
と
で
太
尉
が
空
位
と
な
っ
た
の
で
、
司
空
の
徐
顯
秀
が
太
尉
と
な
り
、
婁
定
遠
が
司
空
と
な
っ
た
と
考
え
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
碑
文
二
七
行
目
に
は
「
鉉
を
帶
び
蕃
に
之ゆ

き
」
と
あ
り
、
鉉
は
三
公
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
司
空
の
位
を
帶
び
て
靑
州
へ
と
出

向
し
た
よ
う
で
あ
る
。『
資
治
通
鑑
』
の
よ
う
に
二
月
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

15　
『
北
史
』
卷
五
四　

婁
昭
傳
附
婁
定
遠
傳
（『
北
齊
書
』
卷
一
五
も
同
じ
）「
初
定
遠
弟
季
略
、
穆
提
婆
求
其
伎
妾
、
定
遠
不
許
。
因
高
思
好
作
亂
、

提
婆
令
臨
淮
國
郞
中
令
告
定
遠
陰
與
思
好
通
。
後
主
令
開
府
段
暢
率
三
千
騎
掩
之
、
令
侍
御
史
趙
秀
通
至
州
、
以
贓
貨
事
劾
定
遠
。
定
遠
疑
有

變
、
遂
縊
而
死
」。

16　
『
八
瓊
室
金
石
補
正
』
卷
二
一
、
張
總
「
石
刻
佛
經
中
的
新
發
現
與
新
解
讀
」（
榮
新
江
・
李
孝
聰
（
主
編
）『
中
外
關
係
史―

―

新
史
料
與
新
問

題
』
科
學
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
二
〇
五
|
二
二
四
頁
） 

。

17　

前
掲
注
四
の
一
連
の
論
考
を
參
照
。
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18　
『
拓
』
七
卷
六
一
頁
。『
百
品
』
一
五
二
頁
。『
魯
』
第
一
帙
第
六
册
九
六
五
頁
。

19　

北
朝
・
隋
代
の
無
量
壽
及
び
阿
彌
陀
の
尊
名
を
有
す
る
造
像
記
に
つ
い
て
は
、、
筆
者
は
別
稿
に
て
詳
論
す
る
豫
定
で
あ
る
。
な
お
阿
彌
陀
像
に

つ
い
て
は
、「
北
朝
造
像
銘
に
み
る
禪
師
と
阿
彌
陀
信
仰
│
│
「
無
量
壽
」
か
ら
「
阿
彌
陀
」
へ
の
尊
名
の
變
化
に
關
連
し
て
」『
印
度
學
佛
敎
學

研
究
』
五
七
|
一
、二
〇
〇
八
年
に
お
い
て
簡
略
な
が
ら
言
及
し
た
。

20　

北
朝
時
代
に
お
け
る
盧
舍
那
像
の
造
像
銘
に
つ
い
て
は
、
顏
娟
英
「
北
朝
華
嚴
經
造
像
的
省
思
」（
邢
義
田
（
主
編
）『
中
世
紀
以
前
的
地
域
文

化
・
宗
教
與
藝
術
』
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
）
が
リ
ス
ト
を
提
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
部
分
的
に
は
修
正
を
要
す
る
。

21　
『
八
瓊
室
金
石
補
正
』
卷
二
二
。

22　
『
益
都
縣
圖
志
』
卷
二
六
。

23　
『
拓
』
八
卷
五
六
頁
、
大
村
西
崖
『
支
那
美
術
史
彫
塑
篇
』
三
五
二
頁
。

24　
『
拓
』
八
卷
八
三
頁
、『
八
瓊
室
金
石
補
正
』
卷
二
二
、『
魯
』
第
二
帙
第
四
册
九
〇
七
頁
。

25　

こ
の
事
實
に
つ
い
て
も
稿
を
改
め
て
詳
論
し
た
い
。

26　

樊
英
民
「
兗
州
發
現
北
齊
造
像
記
」『
文
物
』
一
九
九
六
|
三
。

27　
『
拓
』
八
卷
一
五
頁
、『
百
品
』
二
三
六
頁
。



 ii 

北齊臨淮王像碑的試譯和初歩考察

倉　本　尚　徳

　　北齊武平四年 (573) 建立的臨淮王像碑，高 444、寛 160、厚 19 厘米，是

代表北朝時代的石刻之一。臨淮王就是東魏王朝的實質建國者高歡妻婁昭君的弟

弟婁昭的次子婁定遠。婁定遠和婁叡是堂兄弟。臨淮王像碑是爲了紀念他建造無

量壽三尊像而建立的。此碑原来所在地是當時青州第一寺廟的南陽寺 ( 龍興寺 )。

1996 年從龍興寺原址出土大量精美的北朝佛像，龍興寺因而聞名于世。

　　此次筆者試着對全碑文進行了譯注，然後再加以初歩分析。首先，根據碑文

確認了他從中央直接調到青州刺史，武平四年還沒調到瀛州刺史這箇事實。從碑

文中可以看出他有強烈的自負心，這很可能跟他被左遷青州，心懷不滿的經歷有

關。

　　其次，臨淮王像碑文有很多詞出自《觀無量壽經》，不像其它一般北朝造像記。

這些詞大多表現了三尊圖像的特徵，臨淮王捐出大量的資金，制造了精美的造像，

給青州吏民留下深刻的印象。臨淮王所造無量壽三尊像，有可能成爲從以盧舍那

爲中心到以無量壽 ( 或者阿彌陀 )爲中心造像的轉折点。
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